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   This paper describes the status of the pla buk or Maekhong giant 

catfish (Pangasianodon gigas) in ethnoichthyological discourse based on 

field studies in Chiangkhong, northern Thailand. As its vernacular and 
English names indicate ("buk" means colossal or strong) , pla buk is 

known for its huge size, attaining a length of at least 2.5 m and a weight 

of more than 250 kg in adults. Although it is endemic to the Maekhong 

river and its tributaries, little is known of the ecology and feeding habits 

of either juveniles or adults. Yet, mature individuals are captured local-

ly in the main stream of the Maekhong by Thai and Lao fishermen in the 

border areas of northern Thailand and Laos, when they ascend the river 
for spawning from late April to the middle of May. Local folk 

knowledge of the pla buk is, on the contrary, rich, implying the cultural 

significance of this fish. 

   Pla buk fishing has not a long history. As local legends suggest, it 

might be dated back no more than eighty to one hundred years, when a
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man from Ban Haad Khrai invented a net to catch this gigantic catfish. 

At present, pla buk is caught by a gill net called "mong lai", which has 

been modified from the original shorter net called  "nam"  . It is 225 m 
long, about 300 cm high and the mesh size is 30 cm. Gill netting is prac-

tised using powered boats manned by crews of 4-5. 

   The rise in demand for the delicious flesh of pla buk in local and ur-

ban markets, means that the number of fishermen who engage in pla buk 

fishing has increased drastically in number to as many as 70, from four 

during the last decade. Despite an effective lottery system to avoid 

crowding and conflict among fishermen, overfishing has inevitably led to 

a decline in pla buk populations. 

   Ceremonies and rituals held at the onset of the fishing season have 

multiple significances. First, an evil-chasing ritual is prepared by each 

group. Second, prior to the first fishing, a good-luck ritual is conducted 
by special priests with sacrificed pigs and offerings to the master spirits of 

the river and sand bank. Third, the above-mentioned second rituals are 

repeated in public on the following day in a gorgeous manner as a 

festival event of the local community. This transaction is in line with the 

increasing popularity of pla buk fishing and incoming tourists. Fourth, 

a ritual to entertain the female spirit of the fishing boat is observed. 

   The series of rituals is focused on and organized by the pla buk 

fishermen's club of the local community. It bears practical functions 

not only to manage pla buk fishing but also to realize the cultural con-
struction of rituals in accordance with an increasing need for local 

development and tourism. 

   Under such circumstances, an artificial insemination project, using 

captive pla buk males and females, was started in 1981 as a conservation 

goal by the Thai Department of Fisheries, and first success was achieved 
in 1983. A demonstration of the release of captured pla buk found in 

1996 also suggests the changing condition of the pla buk fishery. 
   An integrated study of the biological and cultural aspects of pla buk 

fishery thus becomes a good example of anthropological inquiries aimed 

at understanding contemporary key issues of resources, development, 
and conservation. Further follow-up studies are also required to clarify 

the relationships between rivers, fish and the riverine people of the 

Maekhong river.
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おわ りに

は　 じ　め　 に

　 プ ラー ・ブ ック(Pla　 Buk)は 学 名 をPangasianodon　 gigasと 呼ば れ るナ マ ズ で あ

る。 名 称 で あ る タイ語 の ブ ックi)や 種 小 名 のgigasが 示 す よ うに,プ ラー ・ブ ックは

そ の 巨大 な体 躯 で知 られ て お り,全 長 は2.5か ら3メ ー トル,体 重 も250キ ログ ラ ム以

上 に た っす る世 界 最大 級 の淡 水 魚 とい え る(写 真1)。 また,メーコーン 水 系 の み に

生 息 し,毎 年4月 の 中 旬 に は捕 獲 の た め の儀 礼 が お こなわ れ る な ど,流 域 住 民 に 親 し

まれ て い る魚 で あ る。 しか し,プ ラ ー ・ブ ッ クの 個 体 数 は近 年 か な り減 少 して い る と

み られ て お り,ワ シ ン トン条 約(CITES)附 属 書12)に も指 定 され てい る。 こ との重

要 性 を考 慮 した タイ 国 の 農 業 ・協 同 組 合 省 水 産 局 に よ って,本 種 の人 工 繁 殖 計 画 が

1981年 よ り実 施 され,1983年 に最 初 の成 功 を み て い る。 そ の後,メーコーン 水系 へ の

放 流 を お こな って い るが,人 工繁 殖 に よって 得 られ た 個 体 に は 奇形 が多 い 。 また1年

魚 以降 の成 長 が 遅 く,性 成 熟 に な か なか た っ しな い な どの問 題 が あ る。

　 と ころ で,現 在 までに プ ラ ー ・ブ ックにつ い て は い くつ か の 書 籍 お よび 文献 に記 載

され て は い るが,生 物 学 的 あ るい は民 俗 学 的 に 不 明 な点 が 多 々あ る。 くわ し くは,以

下 の 章 で触 れ る こ とにす るが,分 類学 的位 置 や 生 態 的特 徴 が は っ き りと してお らず,

と くに 後老 につ いて は ま った く とい って よい ほ ど判 明 して い な い。 また,漁撈 民 俗3)

1)　 プラーは 「魚」,ブ ックは 「大 きい」 もしくは 「強 い」 とい う意味 である。

2)絶 滅のおそれのある野生動植物の種 の国際取 引に関す る条約。附属書1は 「絶滅 のおそれ

　 のある種 であ って取引 に よる影響を受け てお り又は受け る ことのあ るものが掲 げ られて い

　 る。 これ らの種の取 引は,特 に厳重に規制 され る こととな り,主 と して商業 目的のため の取

　 引は禁止 されてお り,学 術研究用を 目的 とした輸 出入に際 しては,輸 出許可書及 び輸入許可

　書 の双方が必要 とされてい る」 と規定 してい る 【通産 省公報編集部　1995:15】。
3)東 南 ア ジアに おけ る漁撈 民 俗 につ いて は,海 の もので 多少 の研 究 があ るの みで あ る

　 [FIRTH　 1966;Nls㎜A　 1984;秋 道　 1995a,1995b;AKIMIcHI　 1996]。また,淡 水域 にお　

け る研究 も経済価値 を言及 した ものはあるが[xxETCHAGARUN　 1980],漁撈 民俗に焦点をあて

　 た研究は皆無 といってよい。
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や 捕 獲 時 に執 りお こな わ れ る儀 礼4)に つ い て も若 干 の記 載 は な され て い る もの の,そ

の詳 細 お よび意 味 づ け に つ い て は皆 無 とい え よ う。

　 上 記 の こ とか ら も,プ ラー ・ブ ッ クが非 常 に貴 重 か つ 興 味深 い魚 種 で あ る こ とがわ

か る。筆 者 等 は これ らの こ とが ら,す なわ ち プ ラー ・ブ ックを め ぐる 自然 と文 化 の か

か わ りあ い を調 べ るた め に,1996年4月17日 よ り同月22日 まで タ イ国 チエ ソ ラー イ県

チ エ ン コ ー ン郡 のハ ー トク ライ村 に おけ る調 査 を 実 施 した 。調 査 方 法 に つ い て は,儀

礼 観 察 村 人 た ち へ の直 接 面 接 法 に よる聞 き取 り,そ して ハ ー トクライ 村 とチ エン ラー

イ県 ウイ エ ンチ ャイ郡 に あ る淡 水 水 産 試験 場 に お いて プ ラ ー ・ブ ッ ク漁 に 使 用す る舟

な らび に 漁具 な どの 計 測 を お こ な っ た。 本稿 は,そ れ らの 結果 を 中心 に しつ つ,過 去

の記 載 な ど とあわ せ な が らお こな った プ ラ ー ・ブ ックに 関 す る総 合 的 な調 査 研究 の報

告 であ る。な お,今 回 の調 査 を 実 施 す るに あた り,多 紀 保 彦(東 京 水 産 大 学 名 誉 教 授),

田 中良 高(農 業 開 発 教 育 基金)そ して大 谷　 昭(毎 日映 画 社)の3氏 の協 力 を 得 た。

また,本 稿 は全 体 を 全 員 で討 論 した うえ で作 成 した もの で あ るが,1.を 秋 篠 宮,秋

道,皿.を 赤 木,高 井,皿.を 赤 木 が それ ぞれ 主 と して担 当 した こ とを付 記 して お く。

　 つ ぎに,捕 獲 儀 礼 が お こな われ た チ エン コ ーン 郡 の概 況 に つ い て若 干 の 記 載 を お こ

な うこ とにす る5)0

　 チエ ン ラ ーイ県 に あ るチ エ ソ コー ン郡 は 図1,2に 示 した よ うに,タ イ 国 の最 北 端

に位 置 し,バ ン コ クか ら1,083キ ロ メ ー トル の 距 離 に あ る。 郡 の北 部 は メ ー コー ン河

を境 に ラオ ス と接 して お り,郡 庁 舎 をは じめ と した 市 街 地 は 河沿 いに 発 達 して い る。

人 口は1995年12月31日 現 在 で6万3,200人 で あ り,民 族 的 に は タ イや 華人 を は じめ タ

イ ・ル ー,ボ ー,モ ン(メ オ),ミ ェ ソ(ヤ オ),ム ー ソーな どの少 数 民 族 が居 住 して

い る。 と くに少 数 民 族 は,お の お の の民 族 衣装 を ま と って い るため,街 を 歩 く と多民

族 が 共 生 して い る こ とが よ くわ か る。 仏 教寺 院 が56ヵ 所,教 会 が3ヵ 所,廟 が1ヵ 所

存 在 す る。基 盤 産 業 は 農 業 で あ り,稲 作 や メィ ズ栽 培 が さか ん であ る。 ま た,工 場 と

しては,タ バ コ葉 乾 燥 工 場,精 米 所,セ メ ン ト管 製 造 工 場 な どが み うけ られ る。

　 1989年1月 に 内務 省 通 達 に よ りラオ ス との往 来 が 正 式 に 許 可 され て 以来,入 国管 理

事 務 所 や 税 関 が設 け られ,往 来 が増 加 す る と と もに対 岸 に あ る ラオス の フ ワイサ ー イ

4)か つ て,ラ オ スの ビエ ンチ ャ ン よ 憂少 し上 流 に ア ー ン ・ トー ン ・ノ ー ン ・チ ャオ,別 名 ア ー

　 ソ ・プ ラ ー ・ブ ッ ク(プ ラ ー ・ブ ックの 淵)と 呼 ぽれ る場 所 が あ り,そ こで も プ ラ ー ・ブ ッ

　 クの 捕 獲 儀礼 が お こな わ れ て い た[SERﾈNE　 1945,1959;RATCHASEIVA　 1948:70-83;Davor・

　 soN　 1975;RATCHABANDITTAYASATHAN　 1979:10418-10425;秋 篠 宮 ・多 紀 　 1994:38-46】 。

　 しか し,セ レー ソや デ イ ビ ヅ ドソソ等 が 記 載 して い る儀 礼 と今 回 報告 す る ハ ー トク ラ イ村 に

　 お け る事 例 とは 趣 きを こ とに して お り,両 者 の関 係 も不 明で あ る。

5)主 と して,Amphoe　 Chiangkhong[1996】 に よ った。
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図1　 タイ国概図
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図2　 チエソコーン郡 中心部
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との国 境通 商 が盛 んに な って き て い る。 また,近 年,中 国,ミ ャ ンマ ー,ラ オ ス,タ

イ の4力 国相 互 間 のメーコーン 河 を 利用 した通 商 路 の 開 発 が試 み られ て お り,チ エ ソ

コ ー ン郡 もそ の一 翼 を担 う重要 な位 置 を 占め る こ とが 期 待 され て い る とい う。

　 な お,チ エ ソ コー ン郡 は7つ の タ ムボン(郡 と村 のあ いだ に 位置 す る行 政 単位)か

らな り,筆 者 等 の調 査 地 で あ るハ ー トク ライ 村 は タム ボ ン ・ウイ エ ソに属 す る11の 村

の ひ とつ で あ る。 村 の人 口は約950人 にす ぎず,郡 内 の 他 の 村 とほ ぼ 同 様 に 農業 を 生

業 と して い るが,後 述 の よ うに,村 が臨 む 部 分 のメーコーン 河 の 地勢 が特 異 的 で,プ

ラ ー ・ブ ッ ク漁 を 可能 にす る とい う独 自性 を 有 して い る と考 え られ る。 なぜ な らぽ,

4,000キ ロメ ー トル を 越 え るメーコーン 河 で プ ラ ー ・ブ ック漁 が現 在 お こな わ れ て い

る のは,こ の ハ ー トク ライ村 付 近 た だ1ヵ 所 だけ だ か らで あ る。

1.プ ラ ー ・ブ ッ クを め ぐ る生 態 と漁撈

1.プ ラ ー ・ブ ックの生物 学的特 徴

　 1)分 類

　 プ ラ ー ・ブ ッ ク(Pangasianodon　 gigas)は,硬 骨 魚綱,条 鰭 亜 綱,ナ マ ズ 目,パ

ソ ガ シ ウス科(Pangasiidae)に 属 し,メーコーン 水 系 の み に 生 息 す る淡 水 魚 で あ る。

全 長 は 最 低 で も25メ ー トル,体 重250キ ロ グ ラ ム以 上 に た っ し 【SMITH　 1945:374;

POOKASWAN　 1969],世 界 最 大級 の淡 水 魚 と して知 られ て い る。

　 パ ソ ガ シア ノ ドン属 は プ ラー ・ブ ック1種 のみ を 有 す る属 で あ り,両 顎 と 口蓋 の歯

が 欠 如 し,上 顎 には 非 常 に短 い ヒゲが あ り,ま た 眼 の 位 置 が か な り低 位 に あ る こ とに

よ り他 の パ ンガ シ ウ ス属 と区別 され て い る 【CHEVEY　 l　930:536-542】 。

　 しか し,捕 獲 され て い る プ ラ ー ・ブ ックの 個 体 が す べ て1.4メ ー トル以 上 の もの で

あ るこ と,パ ンガ シ ウス属 の な か に は,加 齢 に と もな っ て歯 が な くな っ て い くもの が

あ るこ と 【SMITH　 1945:372】 を考 え る と,プ ラ ー ・ブ ッ クは パン ガ シ ウス の仲 間 の い

ず れか が 老 成 し,巨 大 化 して 他 の パン ガ シ ウ ス とは異 な る形 態 を もつ よ うに な った も

ので あ る。 す な わ ち 小型(若 齢)の 個 体 は パン ガ シ ウス の1種 で あ る とい う説 も唱 え

られ て きた。

　 これ らの問 題 を 解 決す るた め には,さ ま ざ ま な成 育段 階 に おけ る プ ラ ー ・ブ ッ クの

個 体 を比 較 検 討 す る こ とが必 要 で あ る が,先 に の べ た1.4メ ー トル に 満 た ない 個 体 の

捕 獲 は 皆 無 で あ る。1981年,タ イ国 水 産 局 は プ ラー ・ブ ックの種 保 存 を 目的 と して人
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工 繁 殖 プ ロジ ェ ク トを 実 施 し,1983年 に最 初 の 稚 魚 を得 る こ とに 成 功 した 。 これ に よ

り,い ま まで不 明瞭 で あ った 分 類学 的諸 問 題 を 解 決 す る糸 口が で きた とい え よ う。 と

い うの も,こ れ に よ りプ ラ ー ・ブ ックが 明 らか に 他 の パ ンガ シ ウ ス科 魚 類 とは 異 な る

独 立 した種 で あ る こ とが 証 明 され たか ら であ る。

　 つ ぎ に,1983年 の人 工 繁 殖 の 成 功 以後 プ ラ ー ・ブ ックにつ い て判 明 して きた こ とに

つ いて のべ る。

　 ミー カ ー ソ 〔MEENAKARN　 1984;MEKAN　 19881は,プ ラ ー ・ブ ック と同 じパ ンガ

シ ウス科 の プ ラ ー ・サ ワー イ(PO〃8伽 〃5伽 ρρρ〃加Z〃2〃動 の外 部 形態 を比 較 し,さ

らに両 者 の 成 長 に と もな う形 態 的 変 化 に つ い て調 べ,秋 篠 宮 は尾 部 骨 格 を 中心 とす る

形 態 や ア イ ソザ イ ム分 析 を も とに プ ラ ー ・ブ ッ クのパ ソガ シ ウス科 内に お け る位 置 な

どを検 討 した[FuMIHITo　 1989:113-119;FuMlmTo　 and　TAKI　 1989:901-9041。 さ ら

に,ロ パ ー ツ と ウ ィ ッタヤ ー ノ ソや ウ ィ ッタ ヤ ー ノ ンは 各種 外 部 お よび 内 部形 態 そ し

て 発 生 の段 階 を 追 っ て パ ソ ガ シ ウ ス科 の 分 類 に つ い て の再 検 討 を お こな っ て い る

[ROBERTS穩iCt　 VIDTHAYANON　 1991:97-144;V】S)THAYANON　 1993:1-203】 。

　 これ らの研 究 に よ り,プ ラー ・ブ ックは パ ソガ シ ウス の仲 間 が 巨大 化 した もの で は

な く,独 立 した 種 であ る こ とが判 明 した 。 また,ミ ー カ ー ソを は じめ ロバ ー ツ と ウ ィ

ッタヤ ー ノ ン等 は プ ラ ー ・ブ ッ クをパ ンガ シア ノ ドン属 で は な くパ ソガ シ ウス属 に す

るべ き こ とを提 唱 して い る 【IVIEKAN　 l988;ROBERTS穩iCI　 VIDTHAYANON　 l991:102】 。

い っぽ う,秋 篠 宮 等 は アイ ソザ イ ム分 析 か らパ ソガ シ ウス 科 内 に お け る10種7)が 比較

的 大 きな遺 伝 的距 離 で分 離 す る3群 に分 か れ る こ と,そ して 従 来 の 種 お よび属 の分 類

と必 ず し も一 致 しな い こ とを 明 らか に して お り,プ ラー ・ブ ック も従来 どお りパ ソ ガ

シ ア ノ ドソ属 に分 類 す る こ とを支 持 して い る 【FuMIHITo　and　TAKI　 l989:901-9041。

　 以 上,パ ンガ シ ウス科 内 に お け る プ ラー ・ブ ックの位 置 に つ い て 触れ たが,今 後 さ

らな る比 較 研 究(形 態 学 的 お よび 分子 系 統 学 的 な ど)が な され る こ とに よ り,そ の 系

統 関 係 が 明 らか に され る こ とで あ ろ う。

2)生 態

a.生 息 域

1)で プ ラ ー ・ブ ッ ク の 分 類 学 的 諸 問 題 に つ い て 触 れ た が,本 種 は,そ の 生 態 に つ

6)か つ て,Pangasius　 sutchiと され て い た も の で,ロ バ ー ツ とウ ィ ッタヤ ー ノ ソ[1991]に よ

　 ってPangasius　 hypophthalmusと して 同 定 され た。

7)Pangasius,　 Pangasianodon,　 Pteropangasius,　 Helicophagusの4属 を ふ くむ パ ンガ シウス 科

　 魚類10種 を 対 象 と した 。
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いて もほ とん ど明 らか に・され て い な い。 まず,1.4メ ー トル 以下 の個 体 が捕 獲 され て

い ない 点 は 非 常 に 興 味 深 い こ とが ら とい え る8)0一 般 的 に考 え て,淡 水 魚 の場 合,稚

魚 を 確 認 で きな い とい うこ とは,き わ め て稀 で あ ろ う。 以下 に,現 在 まで に記 載 され

てい る本種 の生 態 に つ い て 紹介 す る。

　 伝 承 に よ る と,プ ラ ー ・ブ ッ クの 雌 は,カ ンボ ジ ア の トソ レサ ップ湖 か ら中 国 の大

理 湖 ま で の,約2,800キ ロ メー トルを 游 泳 し,大 理 湖 で待 って い る雄 の と こ ろ に産 卵

を しに 行 く とい う[SMITH　 l945:373;DAvlDsoN　 1975:181]。 この言 い 伝 え は,一 見

あ りそ うな 話 で は あ る。 た しか に,ビ エ ンチ ャ ソ近 辺,ル ア ソ プ ラバ ー ン近 辺 そ して

チェンコーン近 辺 と,下 流 か ら上 流 に 向 か うに したが って,本 種 の 出現 時 期 が 遅 くな

る とと もに,卵 巣 の成 熟 度 がす す む こ とを鑑 み る と,産 卵 の た め にメーコーン 河 を棚

上 す る こ とは確 実 とい え よ う。 しか し,デ イ ビ ッ ドソ ンの報 告 に よれ ば,1974年 に ラ

オ スの フ ワイ サ ー イ付 近 で 捕獲 され た14尾 の プ ラー ・ブ ックの うち12尾 が 雄 で あ った

【DAvlDsoN　 1975:183-184】 。 ま た,タ イ 国 水産 局 に よる人 工 繁 殖 プ ロ ジ ェ ク トが チ

エ ソ コー ソ郡 ハ ー トクライ 村 で お こなわ れ て い る が ,こ れ は雌 雄 双 方 が 捕 獲 され た 時

点 で実 施 され る。 この こ とか ら も,前 述 した 雌雄 別 居 説 は 完 全 に否 定 す る こ とが で き

る。 また,ト ソ レサ ップ湖 か ら大 理 湖 へ 棚 上 す る話 につ いて,パ ヴ ィーは か つ て トソ

レサ ップ湖 には プ ラ ー ・ブ ックが 豊産 して い た こ とを述 べ 【PAVIE　 1904】,ウ ィ ッタ

ヤー ノ ンも本 種 の生 息 域 を 「タイ 国 の ムー ソ川 と カ ソボ ジ ア の トソ レサ ップ湖 を ふ く

む メー コー ン河 の 固 有種 」 と記 載 して い る 【VIDTHAYANoN　 1993:23]。 しか し,ト ソ

レサ ップ湖 か ら大理 湖 へ と棚 上 して い く途 中 に は,カ ンボ ジ ア と ラオ ス の国 境 付 近 に

コ ー ソの滝(高 さ約30メ ー トル)が あ り,こ れ を 越>xる のは 不 可 能 な の では な いだ ろ

うか(図3)。 い っぽ う,ウ ィ ッタ ヤ ー ノ ンは 大 理 湖 は ヤ ソ ピー川 に よ って メ ー コ ー

ソ河 とつ な が っ て い る が,大 理 湖 は,標 高2,140メ ー トル の と ころ に位 置 し,そ の 場

所 が急 流 と滝 の た め 「魚止 め」 の役 割 を果 た し,プ ラ ー ・ブ ックが 大理 湖へ 入 る こ と

が 不 可能 で あ り 【VIDTHAYANoN　 1993:24-25】(vu)THAYANONに よ るCHU　 and　 KoT-

T肌ATか ら の私 信),パ ヴ ィーに よって 記載 され て い る大 理 湖(Lac　 Tali)は グラ ソ ド ・

8)　 ウ ィ ッ タヤ ー ノ ン 【1993】 は デ ュ ラ ンの記 載 と して,カ ンボ ジ ア領メーコーン 河 下 流 域 の

　 Bac-Lieuに お い て プ ラー ・ブ ッ クの稚 魚 を捕 獲 し,そ の最 小 の もの は125ミ リメ ー トルで あ

　 った 【DuxaND　 1940]。 また,Bac-Lieuは,メ ー コ ー ン ・デ ル タ の河 口の 西端 か ら50キ ロメ ー

　 トル 離 れ た と こ ろ に 位 置 す る マ ン グ ロ ー ブ 域 で カ ン ボ ジ ア の 海 岸 沿 い に あ る 　[VID-

　 THAYANON　 l993:24】 と記 してい る。しか し,メ ー コ ー ン河 の 河 口はす べ て ベ トナ ム領 で あ り,

　 またBac-Lieuも ベ トナ ム領 で あ る。 した が って,ウ ィ ヅタヤ ー ノ ソも し くは デ ュ ラ ソの い

　 ず れ か の記 載 に誤 りが あ る と考 え られ る し,125ミ リメー トル の個 体 も真偽 の ほ どは さだ か

　 で は な い 。
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図3　 メ ー コ ー ン河 概 図
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ラ ッ ク(Grand　 Lac)す な わ ち,カ ソボ ジア の トソ レサ ップ の こ とで は な い か と記 し

て い る[VmTxaYaNON　 1993:24-25]。 しか し,コ ー ソの滝 に は 触 れ ず 大 理 湖 付 近 の

急 流 と滝 の み に 言 及 す る ウ ィ ッタヤ ー ノ ソの解 釈 に は か な り無 理 が あ る よ うに 思 え

る。 む しろ,ト ソ レサ ップ湖 周辺 の プ ラ ー ・ブ ヅ クの確 認 作 業 が必 要 で あ ろ う9)0

　 で は,プ ラ ー ・ブ ックの 生 息域 はメーコーン 河 約4,350キ ロメ ー トル の うち,ど の

く らいの範 囲 に な る のだ ろ うか。1960年 代 の漁 師 の言 に よれ ぽ,そ の下 流 側 で は ラオ

ス の パ ー クセ ー付 近 まで は 捕獲 され て いた よ うで あ る 【多 紀 　私 信 】。 また,上 流 域 に

つ い ては,タ イ 国 の人 工 繁 殖 プ ロジ ェ ク トが お こなわ れ てい る,チェンコーン で の卵

巣成 熟 度 が 完 熟 に い た って い な い こ とか ら判 断 す る と,本 種 が さ らに湖 上 して 中 国域

まで 入 って い る こ とは,ほ ぼ 確 実 と言 え よ う。 しか し,明 確 な 生 息 域 に つ い ては 未 だ

不 明 であ り,今 後 の さ らな る調 査 結 果 を待 つ 必 要 が あ る。

　b.食 性

　 1983年 に人 工 繁 殖 が成 功 した こ とに よ り,仔稚 魚 の食 性 が か な りわか って きて い る。

先 に プ ラー ・ブ ックの 両顎 お よび 口蓋 に は歯 の存 在 を 認 め な い 旨を 記 した が,幼 生 個

体(約38セ ソチ メ ー トル 以下)に は 存 在 し,と くに5セ ソチ メー トル 前 後 の個 体 はか

な り先 端 が鋭 い もの を 有 して い る 【FuMIHITo　 1989:116】 。 こ の こ とか ら も,仔 稚 魚

時 代 の食性 が草 食 で は な く肉食 性 で あ る こ とが想 像 で き る。

　 実 際,こ の時 期 の もの は プ ラ ン ク トソ食性 で あ り,ウ ィ ッタヤ ーノ ンは 「人工 繁 殖

で 得 られ た 稚 魚 です ら,激 しい 共 食 い を み せ る」 とい うポ ー ソ プ ラ シ ッ ト(PHON-

PRAslT)の 報 告 を紹 介 して い る 【Vn)THAYANoN　 1993:24】 。 い っぽ う,成 魚 の食 性 に

つ い ては 多紀 が お こ な った 消化 管 内容 物 調 査 に お い て シ オ グサ(底 生 藍 藻 類 の1種)

の み が観 察 され て い る 【多 紀 　 私信 】。 詳 細 な 研 究 は 未 だ お こな わ れ て い な いが,プ ラ

ン ク トソ食 性 か ら底 生 藻 類 食 性 へ の移 行 は,歯 の 消失 す る時 期,す なわ ち体 長40セ ソ

チ メ ー トル 前 後 で は な いか と考 え られ る。

2.プ ラー ・ブ ックの漁撲ト 漁 具 ・漁 法

　プラー ・ブックを漁獲するための漁法は,現 在に至るまで大きくみて3つ の段階に

わけることができる。その過程を時代をおって実証的にたどることはかならず しもで

9)　 ルアンプラパー ンや チエ ンコーン付近で捕獲 され るプラー ・ブ ックと同種 であるのか,も

　 しくは,同 種 であった場合に異な る個体群の可能性 な どを調査す る必要がある と思われ る。

　 また,コ ー ソの滝を プラー ・ブ ックが登 るとい う証拠 も必要であろ う。
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きないが,チェンコーン における伝承(皿 一1を 参照)と1996年4月 の現地調査によ

って得られた資料をもとに記述する。

　a.　 ナ ーム

　 チ エ ン コー ンに つ たわ る伝 承 に よ る と,最 初 は,投 網 が プ ラー ・ブ ック捕 獲 用 の網

と して用 い られ て い た。 しか し,網 ご と水 中 に引 きず りこ まれ 大 格 闘 の 末 に よ うや く

捕 獲 す る な ど,投 網 に よる捕 獲 に は 危 険性 が とも な うとい う こ とで,亜 麻 製 の ナ ー ム

と よぼ れ る刺 網 が 考 案 され た。 これ は あ らか じめ 河 に 仕 掛 け て お き,ブ ラ ー ・ブ ッ ク

が か か るの を待 つ た め に用 い られ る網 で あ る。

　 ウイ エ ソチ ャイ郡 の淡 水水 産 試 験 場 に 保 管 され て い る ナ ー ムを実 測 した と ころ,網

の長 さ は51メ ー トル,高 さ2.2メ ー トル,網 目は20セ ソチ メ ー トル,ノ ッ トの間 隔 は

42セ ソチ メ ー トル で あ った。 網 の重 りは 鉛 を プ ラス テ ィ ックで覆 った もので,1個 あ

た りの重 さは 約120グ ラ ムで あ る。

　 ま た,過 去 の記 録 に よ る と,ナ ー ムの長 さは100ヒ ロ(150メ ー トル),高 さ2ヒ ロ

(3メ ー トル),網 目は1カ ム(20セ ソチ メー トル)で あ り,乾 燥 した ヒ ョウ・タ ソを 浮

き と して2ワ ー(約4メ ー トル)お きに と りつ け る とい う記 述 もあ る[PooxASwaiv

l983】。 現 在,ナ ー ム は主 と して プ ラ ー ・テ ーパ ー(Pangasius　 sanitwongsei)の 捕 獲

用 に使 わ れ て い る。

　b.　 ク ワ ッ ク

　 つ ぎに考 案 され た の は ク ワ ッ クで あ る。 ハ ー トクライ 村 で お こ なわ れ た儀 礼(1996

年4月18日)の さい に現 場 で実 測 した ク ワ ックは ナ イ ロン製 で,そ の長 さは,7.2メ ー

トル,高 さは2.5メ ー トルで あ った 。 網 の下 端 両 端 部 に は 石製 の 重 りが と りつ け られ

て い た 。網 目は1辺26～27.5セ ソチ メ ー トル の菱 形 で ノ ッ トの間 隔 は53セ ンチ メー ト

ルで あ った(写 真2)。 別 の事 例 で は,ク ワ ックの長 さは4ワ ー(8メ ー トル),網 の

中央 部 の 高 さ が3ワ ー(6メ ー トル),両 端 部 の高 さが2ワ ー(4メ ー トル),網 目は

ナ ー ム とお な じ20セ ンチ メ ー トル とされ て い る 【POOKASWAN　 1983】。

　 ナ ー ムに く らべ て ク ワ ックの網 の長 さが 短 い の は,プ ラー ・ブ ックが水 面 に浮 い て

きた とこ ろを 見 は か ら って 至 近距 離 で網 入 れ を お こな うか らで あ る 。通 常,5人 乗 り

の舟 で操 作 が お こなわ れ る。 この場 合 には,2人 が漕 ぎ手,2人 が網 の操 作 を お こな

う。 も う1人 は プ ラー ・ブ ックの後 ろ側 に石 を 投 げ て威 嚇 して,プ ラー ・ブ ヅクを網

の ほ うへ 誘 導 す る役 割 を もつ 。 投 げ る石 と しては 河 原 に あ る もの を 使 用 し,実 測 に よ
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る と石 の直 径 は12セ ソチ メ ー トル 程 度 で重 さ約1,200グ ラム で あ った 。 こ の くら い の

石 を3,4個 携 帯 し,船 上 か ら投 げ 入れ る。 船 上 に お い て 石 を投 げ入 れ る役 目を はた

す 人 は前 方 に 位 置 す る。

　c.モ ー ソ ・ライ

　 ク ワ ックを さ らに改 良 した網 が 現 在 用 い られ て い る もの で,モ ー ソ ・ライ と称 され

る。 ハ ー トクラ イ村 で使 用 され て い る も のの 実 測 に よる と,長 さ は225メ ー トル,高

さ は両 端 が そ れ ぞ れ3.1メ ー トル,2.7メ ー トル で あ っ た。 網 目は,30セ ソチ メ ー トル

で あ る(写 真3)。

　網 の上 部 に は,木 製 の 浮 き(ボ ム)が と りつ け られ る。浮 き 自体 は 長 さ40セ ンチ メ ー

トル,内 径3×2セ ソチ メー トル の棒 状 の もの で,材 質 は,ソ ーの 木(ク マ ツ ヅラ科

の キ ダチ キバ ナ ヨ ウ ラ ク:0〃zelina　 arborea)で あ る。 浮 きは ほ ぼ154セ ソチ メ ー トル

間 隔 で と りつ け られ る。 網 の 下 部 に は鉛 製 の 重 り(ユ エ ソ)が と りつ け られ て い る。

これ は鉛 の リ ングを プ ラス テ ィ ックで コー テ ィ ン グ した もの で,60セ ンチ メー トル間

隔 に つ け られ て い る。 網 自体 は 重 さが 約200キ ログ ラム,重 りだ け で50キ ロ グラ ム あ

る こ とに な る。網 は 原材 料 を バ ン コ クか ら15,000・ ミー ツで 購 入 し,現 地 で製 作 され る。

　 網 は 河 を横 断 す る よ うに 中央 部 か ら岸 よ りに移 動 しなが ら投 げ入 れ られ る。流 速 が

あ るた め に,網 は馬 蹄 型 に ほぼ 河 川 の 半 分 くら い に ひ ろが る。 網 の先 端 部 に は 目印 と

な る プ ラス テ ィ ッ ク製 の浮 きをつ け る(写 真4)。

　 また,網 に 魚 が か か らな い場 合,船 上 か ら河 に石 を何 個 も投 げ 入 れ て,プ ラ ー ・ブ

ヅ クを 威 嚇 す る こ と もお こなわ れ る とい う。

　 以上 の よ うに,大 型 の刺 網 が プ ラー ・ブ ック捕 獲 用 に利 用 され て きた。 網 が 時 代 的

に ナ ー ム,ク ワ ック,モ ー ソ ・ライ と変 化 す る と と もに,網 目の 大 き さ も20セ ソチ メ ー

トル か ら27セ ンチ メ ー トル,30セ ン チ メ ー トル へ と大 き くな って い る。 網 の高 さ も

2.2メ ー トル,25メ ー トル,2.7～3.0メ ー トル とす こ しず つ 増 加 す る傾 向 が わ か る。

網 の 長 さを ナ ー ム とモ ー ン ・ライ で くらべ る と,約50メ ー トル か ら225メ ー トル と4

倍 以上 も長 くな って い る。 も っ と も ク ワ ッ クは プ ラ ー ・ブ ックを発 見 して か ら至 近 距

離 で 網 を 入れ るた め の もの で あ り,ナ ー ムや モ ー ソ ・ライ を用 い た刺 網 とは漁 法 か ら

み て も異 な った性 格 の もの で あ る と位置 づけ る こ とが で き る。

d.舟

プラー ・ブック漁に用いられる舟は,平 底の川舟である。船底の両端に舷側板を接
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合 した構i造船 で あ る。 平 均 的 な舟 の全 長 は1,045セ ソチ メ ー トル,高 さは 中央 部 で船

底 か ら40セ ンチ メ ー トル,船 首 と船 尾 は底 面 か ら97セ ソチ メ ー トル,最 大 幅 は91セ ソ

チ メー トル の 細長 い舟 で あ る。船 首 と船 尾 は や や上 方 に そ りあ が り,し か も船 首 部,

船 尾 部 ともに 二 股 に突 出 して い る(写 真5)。

　 現 在 で も擢(マ イ ・パ ーイ)を 用 い て漁 が お こなわ れ るい っぽ う,舟 の 中央部 よ り

や や後 方 部 に エ ソ ジ ソ(た とえ ぽ ホ ソ ダの10馬 力 エ ンジ ン)を と りつ け た もの や,船

外 機 つ きの 舟 の 改 良 が施 され る よ うに な った 。擢 は チ ー ク(Tectona　 grandis)材 製 で,

そ の全 長 は144セ ソチ メ ー トル で あ った 。

　 舟 には い くつ か の 区分 名称 が あ る。船 首 か らホ ー ン ・プ ア,ホ ー ソ ・カ ン,ホ ー ソ ・

クル ア ン,ホ ー ン ・ナ ー ソ ・ノ ー ン,ホ ー ン ・タ ー イ であ る。 この うち,網 を お く場

所 は ホ ー ソ ・カ ソ(ホ ー ソは 「室 」 また は 「部 分 」 の意 味 。 カ ソは 「閉 じこめ て お く」

の意 味),機 関部 の 位 置 す るのが ホ ー ン ・クル ア ソ(ク ル ア ンは 「エ ソジ ン」の 意 味),

ホ ー ソ ・ナ ー ソ ・ノー ンは舟 の 霊 で あ る女 性 が 眠 る場 所 とされ て い る(ナ ー ンは 「女

性 」,ノ ー ソは 「眠 る」の意 味)。捕 獲 され た プ ラ ー ・ブ ッ クを お く場所 は網 と同 じホ ー

ソ ・カ ソで あ り,水 中 に 投 げ る石 を おい て お く場 所 は ホ ー ソ ・フア で あ る。フア とタ ー

イ は それ ぞ れ 「頭 」,「後 ろ」 の意 味 で あ る。

　 e.ナ マ ズ漁 法 の展 開

　 プ ラー ・ブ ックは淡 水 魚 と して は 先述 した よ うに世 界 最 大 級 の 大 き さを もつ 。 体長

は2.5メ ー トル以 上,体 重250キ ログ ラ ム以上 に た っす る。 した が って,巨 大 な魚 を捕

獲 す る た め の漁 具 お よ び 漁 法 が 必 要 とな る 。 前 項 で 明 ら か に した よ うに,長 さ

200～250メ ー トル,高 さ3メ ー トル,網 目30セ ソチ メー トルの 刺 網 は プ ラー ・ブ ック

捕 獲 用 に 考 案 され た特 殊 な漁 具 で あ る とい うこ とが で き る。

　 しか し,プ ラー ・ブ ッ ク以 外 に もさ ま ざ まな種 類 のナ マ ズ が世 界 に は分 布 して い る。

タイ だ け を 例 に と って も,す くな くと も100種 類 の ナマ ズ 目魚 類 の 分 布 が 知 られ て い

る 【SMITH　 1945】。 そ れ で は プ ラー ・ブ ック以 外 の ナ マ ズ は,ど の よ うな漁 法 に よ っ

て捕 獲 され る ので あ ろ うか。 今 回 の調 査 で 明 らか に な った諸 点 を 漁 具別 に記 述 して お

く。

　 (1)ト ゥム ・プ ラ ー ・ドゥ ック(写 真6)

　 一 般 に立 て て お く笙 は トゥム と よば れ る。 トゥム は 「分 銅,お も り」 の意味 で あ る。

写 真 は竹 製 の もの で,内 部 に生 きた シ ロア リ(プ ル ワ ッ ク)を 餌 と して 入れ,笙 の上
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部 が水 面 に くる よ うに水 田や 池 に 設置 す る。 この笙 で プ ラ ー ・ドゥ ック(ヒ レナ マ ズ

の仲 間:Clarias　 spp.)を 捕 獲 す る こ とが で き る。

　 (2)ベ ッ ド ・パ ック(写 真7)

　 ベ ッ ドは 「針 」,パ ッ クは 「刺 す 」 の意 味 で あ る。 竹 製 の棒(実 測 で は,長 さ66セ

ソチ メ ー トル と90セ ンチ メー トル)に 釣 り糸 をむ す び,釣 りぽ りに は生 きた カエ ルや

小 魚 を餌 と して つ け,水 田や 湿 地 で プ ラ ー ・ドゥ ッ クの ほ か プ ラー ・チ ョー ン(ラ イ

ギ ョの仲 間:Channa　 striatusと σgachua),プ ラー ・クライ(ナ イ フ フ ィ ッシ ュの

仲 間:Chitala　 chitafa)な どを 漁 獲す る。 仕 掛 け は10メ ー トル間 隔 に 約100本 ほ どを水

田や 湿地 の土 手 や 堤 に 突 き刺 して準 備 す る。 夕 方 に仕 掛 け て 翌朝 に と りあげ る。 釣 り

ば りは2種 類 あ り,大 型 の もの は一 般 的 に ライ ギ ョ用,小 型 の もの は ヒ レナ マズ 用 に

使 わ れ る。

　 (3)ソ ー ソ(写 真8)

　 写 真8に あ る よ うな竹 製 の篁 で,長 さ は122セ ンチ メ ー トル,入 口の 内 径 は16セ ソ

チ メ ー トル で あ る。 笙 自体 は1本 の竹 を細 く割 い て成 形 した もの や 細 く割 いた 竹 を 編

んだ も ので あ る。 笙 のな か に は 乾燥 させ た 柴(コ ー)を 入れ,草 本 の は え る低 湿 地 や

静 か な川 底 に設 置 す る。 この 笙 で ヒ レナ マ ズ,ラ イ ギ ョ,ナ イ フ フ ィ ッ シ ュ,グ ー ラ

ミー の仲 間(Trichogaster　 spp.)な どを 捕 獲 す る。 この 笙 に は 大小2種 類 が あ り,大

きい も のは2メ ー トル くらい の もの が あ る。 写 真8は 小型 の もの で,主 と して浅 瀬 で

使 われ る。

　 (4)ヘ ー

　 投 網 の こ とで,か つ て は麻 製 で あ ったが 現 在 は ナイ ロン製 の もの を 使 う。 投 網 を広

げ た さい の網 の半 径 は4～12メ ー トル,網 目は1.55セ ソチ メ ー トル で あ る。 この投 網

は 池 や 湖,中 小 河 川 で用 い られ る。 ヒ レナ マ ズ,ラ イギ ョの ほか,砂 泥 に も ぐる魚 類

が 漁 獲 され る。ヘ ー ・プ ラー ・ヤイ は 「大 き な魚 用 の投 網 」とい う意 味 で,チ エ ン コー

ソ周 辺 に あ る イ ン川 やメーコーン 河 で 用 い られ る。 と くに パ ン ガ シ ウ ス の 仲 間

(Pangasius　 spp.)や ギ ギ科 の魚(He〃tibagrus　 spp.)を 漁 獲す るさ いに 使 用 され る。

投 網 の半 径 は4～6メ ー トル,網 目の大 き さは15セ ンチ メ ー トル で あ る。

　 また,先 述 の ヒ レナマ ズや ライ ギ ョな ど,網 を入 れ た ときに砂 泥 に も ぐって し ま う

魚 に は,ヒ モ の な い も の を用 い,コ イ 科 魚 類 な ど中 層 を 泳 ぐ魚 に は ヒ モつ き の もの
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(ヘ ー ・ ト ッ プ ・プ ラ オ)を 用 い る 。

　 (5)サ イ ・ポーソ(写 真9)

　先にのべた トゥムに対 して横にねかせて設置する笙をサイと呼ぶ。サイ ・ボーンは,

r葉巻の笙」の意味で,中 央部がふ くれた形をしている。入 り口が3ヶ 所あ り,水 路

や河川に両側を棒で支持 して設置する。水路には笠子のフェソスをは り,笙 は流れに

対 して直交する方向におかれる。

　 (6)ロ ー プ ・ノ ー ソ(写 真10)

　写 真10の よ うな 笙 で,胴 長 は 実 測 に よ る と,90セ ソチ メ ー トル と115セ ンチ メ ー ト

ル の もの が あ った 。 水 路 や河 川 で用 い られ,ナ マ ズや ライ ギ ョを 捕 獲 す る。,上述 の サ

イ ・ポ ー ソ と併 用 す る こ と もあ る。 ノ ー ソは 「眠 る」 こ とを意 味 す る。

　以上のようにナマズを対象 とする漁法をみると,圧倒的に笙が多く用いられてお り,

ナマズの多くが底生性の魚であることを端的に示 している。 また笙以外には,釣 りと

投網が用いられる。

　季節的にみると,メーコーン 河の水位は,1～5月 における乾季に低下し,6～12

月の雨季に上昇する。この うち多 くの漁法は雨季の後半から乾季に集中して見られ,

プラー ・ブックの産卵回游に対応 した大型の刺網漁はちょうど乾季に水位が低下する

時期と対応 して用いられるIWELCOMME　 l9851。

皿.プ ラー ・ブ ックを め ぐる民 俗 と儀 礼

1.プ ラ ー ・ブ ッ ク に 関 す る 伝 承

　 これまでのべてきたとお り,プ ラー ・ブックは,つ ぎのような点で,淡 水魚として

はきわめて特異な存在である。①淡水魚としてはきわめて大きいこと(先 述 したよう

に,1.4メ ー トル以下の捕獲例はない)。②捕獲時期が限定 されている(産 卵のための

棚上期 と水位の下がる時期が一致する乾季の4月 から5月)。 ③捕獲場所が限定され

ている(明 確な時期はわからないが,少 なくとも1950年代までは,ラ オスのビエンチ

ャソの上流約20キ ロメー トルに位置するアーン村でも捕獲されていたが,現 在では筆

者等の調査地であるハー トクライ村付近のみで捕獲が可能である)。④捕獲数が少な
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表1　 プ ラー ・ブ ックの捕 獲数 お よび詳 細

場　　所 性 別 重量 (kg)
年 数 時期

ク ラブ* ラ オス その他 雄 雌 不明 最大 最小

1973 34 不明 不明 不明 不明 不明

1974 14 不明 12 2 200 135 4/2　 5/21

1986 18 is 一 一 12 6 一 271 118 一

1987 24 24 一 } lb 8 } 262 124 4/14

1988 42 42 一 一 27 15 一 250 120 4/20-5/12

1989 bO 59 i 一 44 16 一 282 124 4/26-5/24

1990 69 51 11 7 40 22 7 228 112 4/14-5/16

1991 31 22 8 1 22 8 1 240 128 4/2b-5/26

1992 35 26 8 1 18 16 1 250 105 4/2b-6/9

1993 48 30 18 一 25 23 一 Zss 130 4/3　 5/22

1994 18 15 3 一 10 8 一 273 133 4/21-5/22

1995 16 ii 4 1 14 6 一 253 121 4/29-5/15

*ハ ー トク ライ村

(出 所)1973,1974の 両 年 に つ い て はDav量dson【1975:182】 か ら,そ の ほ か の年 につ い て は ハ ー

　 　 　 トク ライ村 プ ラ ー ・ブ ッ ク漁 師 クラ ブ所 蔵 の 資料 か ら作 成 。

い(年 間,50尾 を越>xる こ とは稀 で あ る。 表1参 照)。 ⑤ 成 育 の過 程 や 生 態 が 明 白で

な い。

　 こ う した 特 異性 が,流 域 住 民,と りわけ 捕 獲 地 の 周辺 住 民 の あ い だ に プ ラー ・ブ ッ

クに 関す る さ ま ざ まな民 俗 知 識 や 伝 承 な い しは 信 仰 を 生 む素 地 に な って い る。 こ こ で

は,そ れ らを 紹 介 す る こ とに す る。 な お,(1),(2),(3)は 註 を 付 した 文献 に よ

る。 また,そ れ 以 外 は,今 回 の調 査 で の村 び とか らの 聞 き取 りに よ る。

　 (1)産 卵場所は中国雲南省の大理湖である

　雄はつねに大理湖内に棲んでおり,金 色に輝 く鱗をみせながら泳いでいる。そして

下流からこの湖をめざして上流へ長旅をする雌を待っている。彼女たちが到来すると

湖中で産卵をす る。産卵が終わると,雌 は再び河を下 ってい く 【DAvlDsoN　 l975:

181;多 紀　1979:182】。

　 (2)元 来 は海 の魚 で あ る

　 も とも とは 海 の 魚 で あ る。 そ の 昔 は メー コー ン河 は な か った 。龍 神 が あ る とき この

河 を 開 き,そ の 最 初 に 河 を 上 っ た 魚 が プ ラ ー ・ブ ッ ク で あ った 【DAvlDsoN　 1975:
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181;多 紀 　 1979:182】 。

　 (3)河 掘 り競 争 の勝 者 に神 が 与 え た魚 で あ る

　 ノー ンカ ーイ 県 の シー チ エ ソマ イ郡(以 前 は,プ ラー ・ブ ック漁 が お こなわ れ て い

た)に お い て の伝 承 で あ る。メーコーン 河 も まだ な か った昔,二 人 の 領 主 が喧 嘩 を し

た さい,戦 い に な れ ぽ民 が 傷 つ くの を恐 れ 仲 裁 に 入 った神 が 河 掘 り競 争 を提 案 し,早

く海 に繋 が る河 を掘 った 方 に褒 美 と して プ ラ ー ・ブ ックを と らせ る と約束 した。 そ の

と き勝 者 とな った領 主 は,と に か く早 く と無 計 画 に突 貫 作 業 で曲 が りくね った 河 を 掘

った。 そ の河 が 今 日の メ ー コー ン河 で あ り,プ ラー ・ブ ックは そ の と きの褒 美 であ る

【荘 司 　 1996:30-33]。

　 (4)河 底 の 深 い洞 窟 に棲 ん で お り,女 神 の番 人 が い る

　 通 常 は 河 底 深 くに あ る と され る 自然 の洞 窟 に棲 ん で お り,産 卵 時 な ど特 別 な と き以

外 には 外 に で な い。 プ ラー ・ブ ックが棲 んで い そ うな場 所 を 「タ ム(洞 窟)」 とか 「ワ

ソチ ャオ(宮 殿)」 と呼 ぶ 。 そ こか ら出 よ うと して も,女 性 で あ る水 神(メ ー ・コ ン

カ ー)が 番 を して い て不 可 能 で あ る。 だ か ら,こ の女 神 の注 意 を そ ら した りして,番

を手 薄 に す る こ とが,プ ラ ー ・ブ ッ クを 洞 窟 の外 に呼 びだ す 要 領 で あ る。

　 (5)プ ラー ・ブ ックは 神様 が 守 護 して い る魚 で あ る

　 も ろ もろ の神(チ ャオ)が この魚 を 護 って い る。 実 際 に,プ ラ ー ・ブ ックの体 の両

側 面 に は,主 で あ る神 が 自 らの所 有 物 で あ る こ とを示 す た め に 押 印 した 「ワ」 と呼 ば

れ る黒 い 斑 点 が5つ ず つ あ る。 だ か ら,捕 獲 を お こ な うとい うの で あれ ば,土 地 の神

(プ ラ プ ー ム ・チ ャオ テ ィ ー),水 神(メ ー ・コ ンカ ー)な どに お願 い し,舟 霊(メ ー

ヤ ー ・ナ ー ンル ア)に も手 助 けを 請 わ な けれ ぽ な ら な い。 つ ま り,そ のた め の儀 礼 を

執 りお こな わね ば な らな い。

　 (6)プ ラー ・ブックは諸葛孔明の生まれ変わ りである

　主として華人系タイ人のあいだでの伝承。プラー ・ブックは三国時代の蜀の宰相と

して著名な諸葛孔明(コ ソベソ)の 生まれ変わ りである。それが証拠に,音 に敏感で

人間の言葉を解するなどきわめて賢い魚であるとい う。実際,バ ソコクでは 「孔明魚」

との漢字表記で看板を掲げて売 りだしているレス トランがある。
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　以上が,プ ラー ・ブックにまつわる伝承である。総 じていえることは,プ ラー ・ブ

ックがメーコーン河の神であるとの信仰はないようであるが,や は りメーコーン 河に

棲む多くの生物のなかでも特別の存在　　たとえぽ,「 神の使者」　　 として流域住

民の意識に存在 していることは間違いない。ただ,そ の捕獲場所が限定されているた

め,メ ーコーン河に臨む北部タイや東北タイ全域でのポピュラーな伝承 とはなってい

ない。捕獲場所付近を中心とした流域住民,漁 師,一 部の美食家のあいだと考えてよ

い。

　 もっ とも,こ の魚 が往 古 よ り流 域 住 民 とか かわ りを有 してい た こ とは,東 北 タイ の

著 名 な景 勝 地 で あ る ウボ ンラ ーチ ャタ ー ニ ー県 の パ ー テ ー ム(メーコーン 河 に臨 む 絶

壁)の 壁 に 残 って い る考 古 学 的(い まか ら約3千 年 前 の)絵 画 に,こ の プ ラー ・ブ ッ

クに擬 せ られ る魚(写 真11)が 描 かれ て い る こ とか ら も明 らか で あ る。

2.ハ ー トクライ村 におけ る プ ラー ・ブ ック漁 の伝承

　 プ ラー ・ブ ック漁 の歴 史 に つ い て は未 だ 不 明 な こ とが多 い。 以 前 は,パ ー クセ ー,

ル ア ソプ ラバ ー ン,シ ー チエ ンマ イ な ど,メーコーン 河 の い くつ か の地 点 で漁 が お こ

なわ れ て いた が,今 日では 調 査地 で あ る ハ ー トク ライ村 付 近 に 限 られ て い る。 な ぜ,

この村 の臨 む 河 が プ ラー ・ブ ックの捕 獲 場 と して の適 地 な のか とい え ぽ,そ の地 勢 的

条件 に あ る。

　第 一 は,こ の 村 の位 置 す る河 の な か に は中 洲 が存 在 し,プ ラ ー ・ブ ックが上 っ て く

る乾 季 には 水 面 に現 れ て くる。 この 中洲 に よ り川 幅 が極 端 に狭 くな り,プ ラー ・ブ ッ

クの通 路 は 自ず と限 られ て くる。第 二 は,河 底 が全 面 的 に砂 利 や 小 石 で しか も平 らで

あ るた め,プ ラ ー ・ブ ックが 隠 れ る場所 が な く,水 面近 くを泳 いで 潮 上 す る以外 に な

い 。 加 え て,こ うした場 所 は網 が 張 りやす い。 この ふ た つ の条 件 が 整 って い る と こ ろ

が,メ ー コー ン河 に は少 な い とい う。 とい うよ り,現 在 で は こ の村 付 近 以 外 には な い

の で あ ろ う。

　 この村 の長 老 で,今 は プ ラー ・ブ ック漁 の第 一 線 か ら退 いた とは い え,少 し前 ま で

は 捕 獲 名人 と して 知 られ た ソー ・チ ナ ラ ー ト(69歳,ハ ー トク ライ村 生 まれ)や 村 長

で あ るチ ャム ラ ッ ト ・チ ナ ラー ト(52歳,村 長 にな って6年)か らの 聞 き取 りを 中心

に,こ の村 の プ ラ ー ・ブ ック漁 の歴 史 を簡 単 に のべ る こ とにす る10)0

　 ハ ー トク ヲイ 村 で の プ ラー ・ブ ッ ク漁 の歴 史 は お お よそ90年 前 後 で あ る。 言 い伝 え

に よる と,そ の昔,体 格 が よ く頑 健 な ター オ ・ペ ッ ト(ま たは,セ ー ン ・ペ ッ ト)と

10)Pookaswan【1983】 も参考 に した。
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称 す る男 が い た。 彼 が,20歳 にな った 頃 の あ る 日,魚 捕 りに 出か け 巨 大 な プ ラー ・ブ

ッ ク と出 くわ し,サ ベ ソ とい うヤ スで 刺 そ う と した が うま くいか ず,ど うし よ うも な

か った。 悔 し さに夜 も眠 れ ず,数 日間考 え た 末,目 の大 きい 「ヘ ー(網)」 を 作 り捕

獲 に 出か け た 。 うま くヘ ー をか ぶ せ る こ とに成 功 した もの の,プ ラー ・ブ ックの 力 に

負 け て,舟 か ら引 きず り落 とされ て し ま った。 しか し,運 よ く,浅 い場 所 で あ ったた

め,長 時 間 の 格 闘 の 末,捕 獲 に成 功 した 。 これ が,こ の 村 に お け る プ ラ ー ・ブ ック漁

の最 初 であ る。

　 ヘ ーでは 危 険 で あ る こ とを経 験 した 彼 は,2,3年 後 に 「ナ ー ム」 と呼 ば れ る新 し

い 網 を考 案 した 。 そ の 後,こ の ナ ー ムは20年 ぼ か り使 用 され て い た が,そ の 後 彼 は さ

らに 「ク ワ ッ ク」 とい う別 の種 類 の網 を 考 え 出 した 。 この 網 で ター オ ・ペ ヅ トは 仲 間

と組 ん で プ ラー ・ブ ックを 多数 捕 獲 し,販 売 して は お金 を 稼 い だ。 そ して,そ の 金 で

木 材 運 搬 用 の 象 を1頭 購 入 し,そ の 象 に 「メ ー ・ブ ック(ブ ック の母)」 とい う名 を

つ け た とい う。

　 そ の 後,捕 獲 道 具 は 先 の ソー ・チ ナ ラ ー ト等 に よ り改 善 され,1967年 頃 か ら 「モ ー

ン ・ライ 」 と称 され る網 が 使 用 され る よ うに な り,今 日に至 って い る。

　 プ ラ ー ・ブ ッ ク漁 では そ の 個 体 の確 認 作 業 が きわ め て重 要 で,湖 上 して くる さ いの

波 跡,つ ま り頭 部 分 か ら尾 の 方 へ 向 か っ て両 脇 に で きる特 別 の流 れ を 見極 めね ば な ら

な い。 捕 獲時 期 に な る と,河 岸 の やや 高 い とこ ろに設 け られ た 臨 時 小屋(ハ ー ン)か

ら川 面 を 凝視 し,水 面 の 変 化 を 観察 す る の であ る。 この役 目を果 た す者 を 「プ ラー ・

ブ ック見(モ ー ド ゥー ・プ ラ ー ・ブ ック)」 と呼 ん でい る。 彼 は プ ラー ・ブ ッ クの波

形 を発 見 す るや,準 備 万 端 の舟 に 信 号 を送 り,舟 は す ぐに 出漁 す る。 また,ク ワ ッ ク

を使 用 す る場 合,プ ラー ・ブ ッ ク見 は舟 の漁 師 に 指 示 を送 る役 目を果 たす 。 両 者 の連

携 が うま くい く必 要 が あ る。 ソー ・チ ナ ラー トの話 に よる と,雄 と雌 で は波 形 が 異 な

り,雄 の方 が 大 きい とい う。 漁 期 は,4月20日 前 後 か ら始 ま り,雨 季 に な り水量 が増

え 中洲 が水 を 被 る よ うに な る と終 わ る。

　 きわ め て興 味 深 い話 が あ る。 魚 類学 者 の あ いだ で は,プ ラー ・ブ ックは1種 類 しか

い な い,す なわ ちPangasianodon　 gigas　1種 のみ とい うの が定 説 で あ る。 しか し,こ

の説 に対 して,こ の 村 の漁 師 た ちは,3種 類 が あ る と反 論 す る。「プ ラー ・マ フ ァイ」,

「プ ラ ー ・ナ ー ソ」お よび 「プ ラー ・フ ア ク ムハ ー ンハ ム」 と彼 らは 呼 びわ け て い る。

実 際,漁 師 た ちに は 判別 が 可 能 の よ うで,彼 らが 説 明 す るそれ ぞれ の違 い と特 徴 の お

お よそ は,つ ぎ の通 りで あ る。 「プ ラ ー ・マ フ ァイ」 は,小 型 で,胴 が細 長 く淡 い ピ

ン ク気 味 の赤 色 で,黒 点 が散 在 す る。 最 大 の もの で胴 回 りが 約8カ ム(1カ ム=約20
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セ ソチ メ ー トル)で あ る。 な お,「 マ フ ァイ」 は トウ ダイ グ サ科 植 物 の1種 で あ る

(Baccaurea　 ramiftora)。 「プ ラー ・ナ ー ソ」 は,3種 類 の なか で は も っ と も美 し く,

ク リー ム色 の細 長 い胴 は後 部 が 淡 い 灰色 で,親 指 大 の黒 点 が あ る。 最 大 の もので 約10

カ ム。 「ナ ー ソ」 は女 性 の意 味 で あ る。 「プ ラー ・プ ア ク ムハ ー ソハ ム」 は,頭 が 大 き

く,胴 も太 く大 きい。 上 下 の尾 鰭 が 互 い に反 対 の方 向 へ巻 い て い る。 背 は緑 色 。 大 き

な 黒 点 が胴 全 体 に み られ る。最 大 の もの は,約12カ ムに た っす る。「フ ア」は 頭,「 ハ ー

ン」 は 尾 の 意 味 で あ る 。 「ク ム 」 は フ ウ チ ョ ウ ソ ウ科 ギ ヨ ボ ク属 の 植 物 で あ る

(Crateva　spp.)が,「 ハ ム」 の意 味 は は っ き りしな い。 この種 の捕 獲 数 は,他 と比 較

して,極 端 に少 な い。

　 以 上 の漁 師た ちに よ る3種 類 説 は,タ イ の 魚類 学 者 た ち に 言 わせ る と,結 局 は大 き

さの 差 で あ る にす ぎな い よ うで あ る。 つ ま り,大,中,小 の プ ラー ・ブ ヅクに それ ぞ

れ 別 の 名称 が あ る と解 釈 され る。 とな る と,成 長 に よ る呼 称 の 変化 と とらえ る こ とが

可 能 で あ り,プ ラー ・ブ ックは いわ ゆ る 「出世 魚」 であ る とい え る。

3.プ ラー ・ブ ック漁 に関す る儀礼

　乾季に入 り,水 位が下がるとハー トクライ村付近のメーコーン 河には大きな砂洲が

現れ,河 原が広が り,土 手も長くなる。河は漁が可能な浅瀬になる。漁の最大の獲物

はプラー ・ブックである。プラー ・ブック漁の季節が本格的に到来する前に,村 びと

たちは漁の安全と豊漁を祈る諸儀礼をおこなう。河の精霊や土地の精霊など漁場の本

来の主である精霊たちに向けて,彼 らは供物を捧げる。また,漁 の舟に宿る精霊たち

に向けても供物を捧げる。1996年 の場合,4月17日 夕刻 と18日の午前に,こ れらの儀

礼はなされた。ここ5年 間の記録によると,プ ラー ・ブックが村で捕れたのは,い ず

れの年 も4月 下旬になってからなので,漁 が本格化するのは,儀 礼後1～2週 間 して

からということになる。

　以下では,1996年4月 の実地調査における見聞をもとに,こ れらの儀礼について記

述をおこなうllも

ll)か つて,ラ オスの ビエ ソチ ャンお よび東北 タイの ノー ンカーイ周辺 の村 にお いて,プ

　 ラー ・ブヅク漁前 に挙行 されていた儀礼については,い くつか の記述があ る。 そこでの儀礼

　 とハー トクライ村 の儀礼 とは,基 本的な特徴 を同 じくしている。すなわち,漁 期始 めに挙行

　 され る点,祠 を建て河の霊を招 き肉料理で供応 す る点,引 き続 いて舟霊儀礼がなされ る点 な

　 どであ る。ただ し,ノ ー ンカーイでの儀礼 は,つ ぎの諸点でハ ー トクライのそれ とは異 なる。

　 た とえば,つ ぎつ ぎと場所を変 えて連 日5日 間,さ らにプ ラー ・ブ ックの淵 と呼ばれ る地 で

　 3日 間 も供応がな され る点,招 かれる霊は プラー ・ブ ックのすみか アーソ ・トー ン ・ノーソ ・

　 チ ャオの主である と報告 されている点,プ ラー ・ブ ック捕獲後は プラー ・ブ ックも供す る点,

　 舟霊 の意向を伺 う占いがなされる点,出 漁時網に蜜蝋をかける点,下 品な言葉を掛 け合 う点/
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　 1)河 の精 霊 ・土 地 の精 霊 へ の儀 礼

　 ハ ー トク ライ の村 び とた ち は,毎 年,プ ラー ・ブ ヅク漁 の前 に,あ らか じめ漁 場 の

本 来 の 主(チ ャオ)で あ る精 霊 た ちを 招 い て,ご ちそ うを振 る舞 い,精 霊 た ち の機 嫌

を と り,安 全 と豊 漁 を祈 願 して きた 。 彼 らは この儀 礼 を リア ソ ・チ ャオ ・テ ィー ・チ

ャオ ・ナ ー ム,あ るい は プ ア ソス ア ソの儀 礼 と呼 んで い る。 リア ソは 「もて なす,ご

ち そ うす る」,プ ア ンス ア ンは 「精 霊 な い し神 を祀 る,報 酬 を約 束 して懇 願 す る」 の

意 味 で あ る。 招 か れ るの は,河 の 精 霊,砂 洲 の精 霊,舟 着 き場 の精 霊,土 地 の主 の精

霊 な ど もろ も ろの精 霊 た ち であ る。

　 1996年 の場 合,漁 開始 前 の河 の 精 霊 な どへ の儀 礼 は2回 お こなわ れ た。 まず,4月

17日 の夕 刻 に土 手 中腹 の祠 にて,さ らに翌18日 の午 前 に 河原 の祠 に て も う一度,同 じ

精 霊 た ち へ の儀 礼 が お こなわ れ た 。 今 回,直 接 の観 察 が で きた のは,後 者 の儀 礼 の み

で あ った が,前 者 の儀 礼 につ い て も,複 数 の村 び とに 聞 き取 りを お こな い,そ の 内 容

を ほ ぼ確 認 で きた の で記 してお く12)。

　 a.祠

　 まず,4月17日 夕刻 の儀 礼 で あ るが,そ の挙 行 の前 に は精 霊 た ち の依 代 とな る祠 を

建 て なけ れ ぽ な らな い。 ハ ー トク ライ の寺 院 前 の広場 か ら土 手 を 下 りる と,河 原が 広

が り,舟 着 き場 に な って い るが,そ こか ら さ ら に南(下 流)に200メ ー トル 余 り歩 き,

や や 土 手 の 中腹 に上 る と,草 む らの な か に ク ラ イ(Khrai:ト ウ ダイ グサ科 カ ソ コノ

キ 属,Glochidion　 daltonii)の 木 が 立 って い る。村 び とた ち は そ の樹 下 に 竹製 の簡 素

な 祠 を 建 て る。 高 さは1。4メ ー トル,幅1.25メ ー トル,奥 行 き0.7メ ー トル ほ どで,屋

根 は 草葺 きで あ り,正 面 がメーコーン 河 を 臨 む よ うに建 て る(写 真12)。 この辺 りは

か つ て はた くさん の ク ライ の 樹 木 が 茂 って いた そ うで,村 の名 前(ハ ー トクライ:ク

ライ樹 の あ る浜)も これ に ち な ん だ もの で あ る。 な お,こ の クライ樹 の地 上3メ ー ト

＼ な ど で あ る　【DAVIDSON　 l975:182-183;RATCHABANDITTAYASATHAN　 1979:10418-10425】 。

　 た だ し,ハ ー トク ライ村 で はか つ て プ ラ ー ・ブ ックを供 物 と して捧 げ る習 わ しが あ った(後

　 述318-319頁)。

　 　 ノ ー ンカ ーイ の儀 礼 とハ ー トクラ イ の儀 礼 の相 互 関 係 につ い ては,検 証 で きな か った。 少

　 な くと もハ ー トク ライ の現 在 の村 び とには,ノ ー ンカ ーイ方 面 か らの影 響 の記 憶 は な い よ う

　 であ った 。 な お ・ ハ ー トク ラィ の村 び と も対 岸 ラ オス領 の村 び ととは 交 流 が あ る。 ラオス 側

　 の村 び とは4月12日 に 儀 礼 を お こな った よ うで あ る。

12)主 な 情 報 は,4月19日 に,儀 礼 の祭 司(モ ー ・ピー)で あ る チ ャ ン ・ヨ ソユ ー ン氏(62歳)

　 か ら得 た もの で あ る。 彼 か らの聞 き取 りに は 「プ ラ ー ・ブ ック漁 師 ク ラ ブ」 の代 表 ブ ソ リエ

　 ン ・チ ナ ラー ト氏(49歳),チ ャ ム ラ ッ ト ・チ ナ ラ ー ト村 長(52歳)も 同 席 して い た の で,

　 彼 らに も事 実 関 係 の確 認 と補 足 説 明を 求 め た 。 また,4月20日 には,モ ー ・ピー の助 手 を 務

　 め る ス ア ソ ・ トゥー ソチ ャイ 氏(71歳)か ら補 足 的 な説 明 を 受 け た 。
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ルほどのところに枯れ草などがひっかかっていたが,こ のことは雨季にはそこまで水

位が上がることを示している。むろん祠も水没 し,流 失してしまう。 したがって,毎

年儀礼の前に祠を建て直さねぽならない。

　 b.祭 司

　 ク ライ の樹 下 の祠 で儀 礼 を執 りお こな うの は,モ ー ・ピ ーあ る いは モ ー ・プ ラー ム

と呼 ぼ れ る儀 礼 専 門 家 で あ る。 モ ー ・ピーは 呪文(カ ー タ ー)を 操 る能 力 を 習得 し,

そ の 能 力 で も って精 霊 の 力 に対 抗 す る こ とが で き る とみ な され て い る存 在 で あ る。 た

とえば,占 い 師(モ ー ・ ドゥー)に よって 精霊 の障 りが 病 因 で あ る と判 定 され た 病 人

が い る とす る。 そ の病 因 を 儀 礼 的能 力 を駆 使 して取 り除 き,病 人 を 治療 す るの が 呪 医

モ ー ・ピーで あ る。 モ ー ・ピ ーが村 び とに モ ー ・プ ラー ム,す な わ ちバ ラモ ソ系 の 知

識 に よる治 療 者 と も呼 ぼ れ るの は,北 タイ 語 の ほ か パ ー リ語 な どイ ソ ド系 の言 語 に よ

る呪 文 を操 る こ とが で きるか ら であ ろ う13)0な お,モ ー ・ピ ーは精 霊 に 愚 依 され る こ

とで精 霊 の託 宣 を告 げた り,精 霊 と交 信す る存 在 とは み な され て い ない14)。 この 点 で,

マ ー ・キ ーな い しコ ン ・ソ ソと呼 ば れ る霊 媒(巫 役)と は区 別 され て い る。 調 査 時 点

の ハ ー トクライ村 に は霊 媒 は お らず,村 に おけ る主 な儀 礼 執 行 者 は,モ ー ・ピー,村

の 守 護 霊 へ の 儀 礼 の 執 行 役(チ ャ ム),モ ー ・ス ー ・ク ワ ソ,お よび 仏 教 の 僧 侶 で あ

った。 モ ー ・ス ー ・ク ワ ソであ る年 輩 男性 は,信 徒総 代(ア ー チ ャ ー ン ・ワ ッ ト)で

もあ った。

　 しか し,こ う した儀 礼執 行 者 のな か で,プ ラ ー ・ブ ック漁 前 の河 の精 霊 ・土 地 の精

霊 へ の 儀 礼 を執 行 す るの は,村 び とに よれ ぽ モ ー ・ピ ーだ け で あ る。 も しモ ー ・ピー

が村 のな か に い な い場 合 は,ど うす るの か と問 う と,他 の 村 の モ ー ・ピーに 来 て も ら

13)村 び とは クワソ(霊 質,魂)に 関す る儀礼の専 門家 モー ・スー ・クワソを,プ ラーム と呼

　 ぶこともあ る。 この方 が一般的 なよ うであ る。 タンバイアは東北 タイ農村の調査記 述のなか

　 で,モ ー ・スー ・ク ワソが,パ ーム(プ ラーム)と 呼ばれてい ることを紹介 しているITAM-

　 Binx　　1970:231,252]a
l4)調 査村 のモ ー ・ピーは,キ ソグス ヒルの記述にあるモー ・カーターとほぼ同様 の儀礼専 門

　 家か と思われ る　【KINGs肌L　 l976:1991。 林に よれぽ,北 部 タイのモー ・カーター と東北 タ

　 イのモー ・タムは 「精霊 の世界 にかかわ りなが ら悪霊の追放や人び とへの撰災 ・招福儀礼 を

　 お こな う目的で仏教 の経文を部分的に使用す る く呪医〉の役割を果たす」儀礼執行老であ る。

　 ただ し,林 は また,東 北 タイではモー ・ピーとモ ー ・タムは明確 に区別 されてい るとものべ

　 ている。 つま り,前 者は シャーマ ニステ ィックな性格を もつが,後 老は神がか りにな ること

　 はな く,ま た,前 者は精霊 との交流によ り診断を下すが,後 者 は五戒を遵守 し,師 か ら文書

　 的知識 を得て,仏 法 の力 に依拠 して,施 術活動 をお こな うとす る。 また,中 部 タイ では

　 モー ・ピーは悪霊を祓 う呪医 の総称 である と紹介する　【林　 1984:83-841。 調査村 のモ ー ・

　 ピーは,神 がか りにな るのではない点で,東 北 タイのモ ー ・ピーとは異 なるよ うであ るが,

　 調査期間が短 く資料 も充分 でないので,即 断 は避けたい。

315



国立民族学博物館研究報告　 21巻2号

い,儀 礼をおこなってもらうと答える。なぜモー ・ピーがこの儀礼の執行役なのかは,

興味深い点である。たとえぽ,北 部タイ農村の一般の守護霊儀礼においては,定 期儀

礼執行役に特別な呪的知識が必要であるとは,通 常村びとたちは考えていない。ハー

トクライ村でも,村 の守護霊への定期供応を務める執行役は年輩男性ではあるが,と

くに呪文を駆使する能力の持ち主でなくともよい1S)0しかし,プ ラー ・ブック漁前の
　 　 `

精霊儀礼はそ うではない。この儀礼の執行役はある程度の呪的能力の持ち主でなけれ

ばならない。

　 この点を考える場合にtい っぽうで重要と思われるのは,こ の儀礼に招かれる精霊

たちが,よ り強力で危険な自然霊と認識されていることである。村びとによれば,女

性は魂が柔弱で精霊に侵入されやすいので,儀 礼の場に近づかないほ うがよい。儀礼

執行はこうした自然霊たちと接する作業なので,執 行者は精霊に対抗できるだけの呪

的能力をもった男性ということになる。ただ し他方,執 行者は精霊たちと対抗するだ

けでなく,同 時に,精 霊たちと交渉し,そ れらをもてなす ことができる存在でなけれ

ぽならない。この点,本 来解脱を志向して戒律を実践 し修行を積む仏教の僧侶も,強

力な対抗力である法力の持ち主として,災 害や悪霊からの護身や健康 願いなどの呪術

的実践に携わらないわけではないが,こ うした自然霊をもてなす儀礼の執行役にはふ

さわ しくないとい うことであろう。同じく,モ ー ・スー ・クワソも悪霊祓いはおこな

うが,精 霊をもてなす儀礼には関与しない。

　現在,ハ ー トクライ村にはモー ・ピーは2名 いる。C氏(62歳)とJ氏(66歳)で
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 しゃみ

ある。当村のモー ・ピ_2名 はいずれも沙弥 としての出家経験のある人物で,そ の経

験は,呪 文 という文字的知識の習得とある程度関連すると思われる。J氏 はC氏 に呪

術的知識を教えた師(ク ルー,ク ー)で あ り,従 来は彼がプラー・ブック漁前の精霊

儀礼を執 りおこなってきたのだが,今 は健康を害 している。C氏 がJ氏 に代わって儀

15)調 査村では,村 の守護霊 チャオ ・ボー ・タ ーオ ・ペ ッ トへ の定期儀礼の さいに供物を捧げ

　 る役割を担 う祭司を,チ ャムと呼 んでい る。北部 タイでは通常,村 の守護霊への供 応儀礼 の

　 執行役を,コ ン ・タン ・カーウなどと呼ぶ。チ ャム とい う呼称 は,東 北 タイ農村 で通常使わ

　 れ ている 【TAMBIAII　1970:267;赤 木 ・竹内　 1987:122-131]。 この点は,メーコーン 流域 の

　 この村 と,下 流や対 岸の ラーオ文化 とのつ なが りを思わせ る。 また,村 の守護霊 チ ャオ ・

　 ボー ・ターオ ・ペ ットの ターオ ・ペ ッ トとい う名前は,当 村 でプ ラー ・ブ ック漁を始めた と

　 言 い伝 えられ てい る漁師ターオ ・ペ ットと同名であ る。村 び とは両者の関連を否定 するが,

　 興味深 い。

　 　 村の守護霊へ の定期供応では,鶏4羽,焼 酎,ロ ウソク,線 香,ご 飯が供え られ る。 チ ャ

　 オ ・ボ ー ・ターオ ・ペ ッ トの祠 は村内にあ り,2.5メ ー トルほ どの高 さのあるか な り大 きな

　 ものである。祠 のなかには人が両腕 を広げた長 さの竹棒が立て掛 けてある。チ ャムは儀礼 の

　 さい,こ の竹棒 で守護霊が来臨 したかど うかを調べ るとい う。竹棒が若干伸びれば,そ れが

　 守護霊 が祠に来た しる しだそ うである。祠 内には入試合格祈願 の紙が多数 吊 して もあ った。
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礼 を お こな う よ うに な った の は,2年 前 か らで あ る。 儀 礼 執 行 役 に任 期 が あ るわ け で

は な く,モ ー ・ピー と して 活動 で きるか ぎ り,役 を続 け て い くこ とに な る。 儀 礼 執 行

者 は2人 の 助 手 と手 分 け して 供物 を祠 に供 え るの だ が,助 手 は モ ー ・ピー で な く とも

よい。 プ ラー ・ブ ッ ク漁 前 の精 霊 儀 礼 を お こ な うC氏 の助 手 を務 め て い る2名 の男

性 年 輩 者,S氏(71歳)とK氏(60歳)は,い ずれ も モ ー ・ピーで は なか った 。

c.供 犠 と願 か け

　 さて,儀 礼 当 日,モ ー ・ピー とそ の助 手2名 の ほか,「 プ ラー ・ブ ック漁 師 ク ラブ」

(後述)の メ ソバ ー の男 た ち は,祠 に 向 か う。 生 きた 豚1頭 を 引 き連 れ,焼 酎1本,

モチ ゴ メの ご飯,赤 布 白布,ビ ソロ ウ(ヤ シ科,Areca　 catechu)の 果 実,キ ソマ(コ

シ ョウ科 コシ ョウ属Piper　 betle)の 葉,ロ ウ ソ ク,線 香,花 な どの供 物 を も っ て行

く。 豚 を 祠 の 前 で 殺 し,そ こで 解 体調 理 す る。 準 備 が整 うと,ま ず モ ー ・ピー は,自

らの師 の霊 を 招 き,ロ ウ ソ ク4対(8本)と 花 の入 った 盃 と焼 酎i本 を捧 げ て,敬 意

を表 す る。 そ して,「 ど うか,師 た る先 生 よ,こ こに い る私 た ちす べ てが,精 霊 た ち

に悪 さを され な い よ うに守 って くだ さい 」 と祈 願 す る。 そ して,焼 酎 を 注 ぐ。 儀 礼執

行者 は もろ もろ の精 霊 た ち の攻 撃 に さ ら され る危 険 が あ るの で,そ の間 彼 らが 自 らの

身 を 護 り,滞 りな く所 期 の 目的 を遂 行 で き る よ う,師 の助 力 を 請 うの で あ る。C氏 は,

彼 の 師 に あ た るJ氏 の 霊 に対 して,こ の表 敬 儀 礼 を お こな った と述 べ て い る。

　 そ して,モ ー ・ピーた ち3人 で手 分 け して,調 理 した 豚 とそ の他 の供 物 を 祠 に 供 え,

精 霊 た ちを 招 き,願 い の言 葉 を の べ,焼 酎 を 注 ぐ。 そ の 間,他 の者 は 一歩 下 が った と

ころ で しゃが み,供 応 の様 子 を 見 守 る。 そ の後,参 加 者 た ち で供 物 を 食 べ る。 残 りは

もち帰 られ,立 ち会 わ なか った 漁 師 た ち に も配 られ る こ とに な る。

　 以上,こ の儀 礼 では,生 きて い る家 畜 が祠 ま で連 れ て 来 られ,そ の場 で 殺 され,解

体 調理 され る。人 び とは犠 牲 を 供 え,豊 漁祈 願 を お こ な った の ち,そ の場 で共 食 す る。

そ こに は 供 犠 儀礼 の形 態 が み て とれ る。 この 点 は タ イ系 民 族 の 多 くの精 霊 儀 礼 が 共 有

して きた 特 徴 とい え る1田 辺 　 1993:37]。

　 モ ー ・ピ ーは,儀 礼 に お い て つ ぎの よ うに精 霊 た ち に話 しか け る。 「ど うぞ,河 の

霊(チ ャオ ・ナ ー ム,チ ャオ ・メ ー ・コ ンカ ー),舟 着 き場 の霊(チ ャオ ・タ ー),森

の 霊(チ ャ オ ・パ ー),国 の霊(チ ャオ ・ム ア ソ),砂 洲 の 霊(チ ャオ ・コ),微 高 地

の 霊(チ ャオ ・ ドー ソ),土 地 の霊(チ ャオ ・テ ィ ー,チ ャオ ・プ ラ ・ク ウ ェ ー ン ・

デ ー ン ・テ ィー,メ ー ・ トラ ニー)た ち よ,こ こに集 い 来 て くだ さ い。 プ ラ ー ・ブ ッ

クの国 か ら プ ラー ・ブ ヅ クを 連 れ て来 て くだ さい。 どの舟 の網 に も プ ラー ・ブ ックが
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か か ります よ うに 」。 そ して,プ ラ ー ・ブ ッ クが捕 れれ ぽ,さ らに供 物 を供 え る と約

束 す る。 「願 か け(ボ ソ ・バ ー ソ)」 で あ る。 プ ラ ー ・ブ ックが捕 れ れ ば,お 礼 に 約束

の 供物 を供 え る。 供 物 は 通常,鶏2羽 と焼酎1本 だが,豚 の頭 や 水牛 の生 肉料 理 ラ ー

プを 供 え る場 合 も あ る(現 在 で は,プ ラー ・ブ ック の 肉を 供 え る必 要 は な い)。 も う

1尾 捕 れ る と また供 物 を供 え る。 同 じ供 物 が 後 述 の舟 霊 に も供 え られ る。 願 か け が 効

き,望 む 結 果 が で た場 合 に お こ な う,こ う した 供 応 儀 礼 は 「願 解 き(ケ ー ・ボ ン)」

と呼 ばれ る。 プ ラー ・ブ ヅクが捕 れ た 回数 分,お 礼 の供 応 が 祠 に て お こな われ る。願

解 き儀 礼 挙行 の時 間 帯 は,と くに決 ま っては い な い。

　 以 上 が,4月17日 夕 刻 に お こな われ た供 犠 儀 礼 の概 要 で あ るが,こ こで念 を押 して

お きた い の は,供 物 は プ ラー ・ブ ックに対 して捧iげられ るの で は な く,河 や土 地 の主

、(チャオ)で あ る精 霊(ピ ー)た ち に捧 げ られ る とい う点 であ る。村 び とに よれ ぽ,

プ ラー ・ブ ックは 「精 霊 ない し神 で あ る主(チ ャ オ)に 仕 え る魚 」 で は あ るが,精 霊

や神 そ の もの で は な い。 プ ラ ー ・ブ ックの体 の両 側 面 には,主 が 自 らの所 有物 で あ る

こ とを示 す た め に押 印 した 「ワ」と呼 ば れ る黒 い斑 点 が5つ ず つ あ る と話 す 者 もい る。

メー コー ン河 の 水 中 に は 巨大 な洞 が あ り,主 の宮 殿 に な って い る と もい う。

　 村 び とた ちは 供 犠儀 礼 をお こ な い,河 や砂 洲 の も と も との主 であ る と彼 らが考 え る

精 霊 た ち の ご機 嫌 を と るが,こ れ は 自然 そ の も の であ る河 や 砂 洲 を,漁 場 として 自 ら

に 意味 づ け なお す 行為 で は な いか と思 わ れ る。 こ の よ うにす る こ とで,予 測 不 可能 な

自然 の 力 に よ る妨 害 の 懸念 を払 い,そ の 力 がむ しろ味 方 して くれ る こ とを 期 待 しな が

ら獲物 で あ る プ ラ ー ・ブ ックを追 うので あ る。

　 な お,こ の供 犠 儀 礼 は つ ぎ の変 遷 を 経 て,現 在 に至 って い る。

　 まず,現 行 では 後 述 の 「プ ラー ・ブ ック漁 師 ク ラブ」 が 供物 の準 備 や モ ー ・ピーへ

の 儀 礼執 行 依 頼 を お こな う社 会 単 位 であ るが,少 な くと も1940年 代 以降,1987年 に 村

の 漁 師 全体 が 同 ク ラブに 組織 化 され る まで は,村 の 漁 師 た ち の班(カ ナ)は4つ あ り,

各 班 を統 一 す る組 織 は なか った。 プ ラー ・ブ ック漁前 の儀 礼 は,そ れ で も4班 の 合 同

で お こな わ れ て い た。そ れ ぞ れ の班 の長 が 集 ま って,供 物 を 用 意 し,儀 礼 を モ ー ・ピー

に お こな って も ら って いた 。 た だ し,班 の個 別 性 は プ ラー ・ブ ックが捕 れ た時 の 願 解

き儀 礼 に は,は っ き りと表 れ た 。 当時 は プ ラ ー ・ブ ックを 捕 った 班 の人 び とだ け で 願

解 き儀 礼 を お こな って いた 。

　 つ ぎに,当 時 は 供物 の 内容 も現 行 の儀 礼 と異 な って いた 。 す なわ ち,プ ラー ●ブ ッ

ク漁 前 の 儀 礼 で は,鶏2羽 を 供 犠 し,そ の他 焼 酎1本,ス ア イ と呼 ぽ れ る・ミナ ナの 葉

を巻 いて 作 った 円 錐形 の容 器Y'`,ロ ウ ソ ク と花,ビ ン ロ ウの果 実 とキ ソマ の葉 を 詰 め
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た もの4本 が 供 され て い た。4本 の ス ア イ は それ ぞ れ の 班 を表 して い た 。また 本 来 は,

そ の年 の最 初 に捕 れ た プ ラー ・ブ ックを,願 解 き儀 礼 の 際 に供 物 と して 捧 げ る習わ し

で あ った が,1970年 代 後半 か らバ ンコ クの商 人 が プ ラ ー ・ブ ックを買 い 付 け に 来 る よ

うに な り,プ ラー ・ブ ックは すべ て売 却 され,代 わ りに願 解 き儀礼 に お いて も鶏 が供

され る よ うに な った と述 べ る村 び と もい る。 漁前 の儀 礼 の供 物 が,鶏 か ら現 行 の豚 に

変 更 され た 背 景 に は,1980年 代 の プ ラ ー ・ブ ックの売 値 の高 騰 が あ る。1970年 代 後 半

に お い てキ ログ ラ ムあた り30-一 ツで あ った プ ラー ・ブ ッ クの売値 は,80年 代 末 に は

キ ロ グ ラ ム あ た り200バ ー ツに 跳 ね 上 が っ て い た 。 経 済 的 に 潤 った 漁 師 た ち は,プ

ラ ー ・ブ ッ クの捕 獲 に助 力 して くれ た河 の精 霊 等 に 感謝 を表 す べ く,供 物 を格 上 げ し

た ので あ る。 供 物 の変 更 は,儀 礼 が2度 挙 行 され る形 に 変 更 され た のを 機会 に な され

る。 前 述 した土 手 中腹 の祠 で の従 来 の儀 礼 に加 えて,翌 日河 原 で も う一 度 同様 の儀 礼

が お こな われ る よ うに な った のは,1980年 代 中頃 の こ とで あ る。

　d.儀 礼の再演 と公開

　では,プ ラー ・ブックが捕れたわけでもないのに,な ぜその翌日の午前に河原でも

う一度儀礼がおこなわれるようになったのであろうか。

　村長等はその経緯をつぎのように説明する。すなわち,まず観光資源としてプラー ・

ブックに注 目し始めていた県や郡が,村 の伝統行事の振興を図るよう,村 に要請 して

きたのである。それを受けて村びとの集会が開かれ,話 し合いの結果,河 原での儀礼

が挙行されることになる。彼らによれば土手中腹のクライの樹下の祠での儀礼は,従

来からおこなわれてきた漁師たちのためだけの豊漁祈願の儀礼であり,翌 日の儀礼は

一般の村人たちや増加する見物人に配慮しての再演であるとい う。大勢がみることの

できる,行 き来のしやすい広い河原で,同 じ趣旨の儀礼を,た だし,派 手に再び演 じ

るようになったのである。行政による広報活動 もあり,1990年 と91年はとくに大勢の

見物人が集まったと,村 び とは述懐する。1996年4月18日 におこなわれた河原での精

霊儀礼について,筆 者等は観察することができたので,以 下にその内容について記す。

　 この 日の儀礼には,推 定3,000人 の見物人が河原か ら土手いっぱいに集まった。最

初に 「プラー ・ブック漁師 クラブ」の代表による儀礼の説明が観客に向けてなされ,

その後,河 の精霊と土地の精霊への儀礼が再演された。

　 この日の儀礼のたあの祠は,河原の舟着き場の横に前 日に建てられている(写真13)。

雨季の増水で流されるので,毎 年新たに建てなければならない点は,前 述の土手中腹

の祠の場合 と同様である。やは り竹製だが,高 さ2.3メー トル,幅1.3メ ートル,奥 行
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き1.7メ ー トル と土 手 中 腹 の 祠 よ りも大 き く,派 手 に飾 られ,見 栄 え のす る もの に な

って い る。 高 さ0.5メ ー トル,幅2.5メ ー トル,奥 行 き2.7メ ー トル の 竹 組 の 柵 で 囲 ま

れ て,竹 柵 の4隅Yこ はバ ナナ の 幹 とサ トウキ ビが立 て られ,竿 旗 な ども飾 られ て い る。

　祠 の下 には,モ ー ・ピーが 師 へ の表 敬 儀 礼 を お こな う ときに 使 う盃(カ ソ ・クル ー)

が お かれ てい る。 盃 に は線 香,ロ ウ ソク4対(8本),花,100バ ー ツ紙幣,コ ップが

入 って お り,傍 らに 焼 酎1本 が お か れ て い る(写 真14)。 祠 の な か に は 数 多 くの 供物

がす で に所 狭 し と並 べ られ て い る。豚 の頭2つ,鶏4羽,焼 酎8本,ご 飯 のほ か,ス

イ カ,コ コヤ シ,マ ソ ゴー,バ ナナ な どの果 物,ゴ ザ,三 角 枕,三 段 作 りのバ ナ ナの

葉 製 の吉 祥 飯 バ ーイ シ ィー,花 飾 りな どで あ る。 また,バ ナ ナの 葉 を 円錐 形 に巻 き,

線 香,ロ ウ ソク,花 を挿 した ス アイ を 多数 盛 った 大皿 が おか れ て い る。供 物 の種 類 そ

して量 も前 日 の儀 礼 と比 べ てか な り豊 富 で あ る(写 真15)。

　 午 前10時45分 頃,郡 長 が ロ ウ ソ クを 灯 し,線 香 を焚 い て,3度 礼 拝 を お こな う。 つ

ぎに,モ ー ・ピー と彼 の助 手 の計3名 が祠 の前 に 進 み 出 て,前 日同様,ま ず 師 の霊 に

敬 意 を表 し,精 霊 た ちか ら身 を 護 っ て くれ る よ うに 助 力 を請 い,豊 漁 の 祈願 を お こ な

う。 モ ー ・ピーが 「た だ今,お 供 えを い た します 。 ど うぞ,河 の霊,大 地 の霊,土 地

の 霊,砂 洲 の霊,微 高 地 の霊 … …み ん な一 緒 に集 い 来 て 供物 を受 け 取 って くだ さ い。

豚 の 頭2つ に 鶏2対,焼 酎8本,ミ カ ソに菓 子,ビ ソ ロ 肖の果 実 に キ ソマ の葉,バ ナ

ナに サ トウキ ビ,す べ て お供 え します 。 どの舟 に も,ど の舟 に も運 と福 を 確実 に賜 り

ます よ うに 」 と唱 え る(写 真16)。 そ の あ い だ に,助 手2人 が焼 酎 を1杯 ず つ 祠 に注

ぎ,豚 肉,鶏 肉,モ チ ゴ メの ご飯 を少 しず つつ まみ,混 ぜ て握 っ て,小 団 子状 に し,

バ ナ ナの 葉 の皿 に入 れ てお く。 村 の女 性 た ちが 黄 色 と黒 色 の派 手 な服 装 で 現れ,祠 の

前 で 「ビル マ風 の求 愛 の踊 り」 を踊 り,招 か れ た 精 霊 た ちを 楽 し ませ る(写 真17)。

こ のあ い だ,約5分 あ ま りで儀 礼 は終 了 す る。

　 河 原 で 再演 され た儀 礼 は,前 日の儀 礼 と異 な り,祠 の装 飾 が派 手 に な り,供 物 の種

類 や 量 が 豊 か に な り,踊 りの 奉 納 も加わ って,大 掛 か りな もの に な っ てい る。た だ し,

儀 礼 じた い は 時 間 も短 く,そ れ だ け で見 世物 と して成 立 す るほ どの もので は な い。 引

き続 いて お こなわ れ る舟 霊 へ の儀 礼,プ ラ ー ・ブ ッ ク漁 船 の 出漁 そ して競 舟行 事 が ワ

ソ ・セ ッ トとな り,そ のイ ベ ン トが最 暑季 タイ正 月 ソ ソ クラ ー ンの お祭 り気分 の雰 囲

気 の なか,納 涼 に うっ てつ け の メー コー ン河 の 水辺 で お こな われ るが ゆ え に,見 物 人

を 吸引 す るの で あ ろ う。
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　 2)舟 霊 儀礼

　河 の精 霊 ・土 地 の精 霊 へ の 儀 礼 に 引 き続 い て は,舟 に 宿 る精 霊 を も て なす 儀 礼(リ

ア ソ ・メ ー ・ヤ ー ・ナ ー ソ)が お こなわ れ る。 村 び とは,漁 場 の本 来 の主 に 助 力 を請

うた後,今 度 は漁撈 の パ ー トナ ーで あ る舟 の霊 に も助 力 を 請 うの で あ る。

　 す で に早 朝,河 原 の祠 近 くの波 打 ち 際 に泊 め られ た1艘 の舟 の 「船 首 部 」 には,儀

礼 用 の さま ざ ま な供 物 が並 べ られ,準 備 は整 っ てい る。 蒸 した 鶏2羽,焼 酎1本,モ

チ ゴ メの ご飯2握 り,花,線 香,女 性 用 の 巻 きス カ ー ト布,櫛,口 紅,手 鏡,首 飾 り,

腕 飾 り,髪 の毛 の束,白 粉 で あ る。 また,バ ナ ナ の葉 を 円錐 形 に巻 い て 作 った細 長 い

入 れ 物(ス アイ)4本 を,串 に刺 して連 ね た供 物 が3揃 え お かれ て い る。4本 の ス ア

イ の うち の2本 に は ロ ウ ソ クと花 が挿 して あ り,他 の2本 に は ビ ン ロウの 果 実 とキ ソ

マ の葉 が 詰 め て あ る。 そ の ほか,線 香 と変葉 木(Croton　 sp.)の 葉 を 挿 した ス ア イ が

30数 本 大 皿 に 用 意 され て い る(写 真18)。 もて な され るの は,メ ー ・ヤ ー ・ナ ー ソあ

るい は ナ ー ソ ・マイ と呼 ぼれ る精霊 で あ る。 樹 木 の霊 ナ ー ソ ・マイ は,樹 木 が 丸 木舟

に 加工 され る さ いに,供 応 を受 け,舟 霊 と して祀 られ る。 通 常,メ ーは母,ヤ ーは 祖

母 を 指す 関 係名 称 で あ り,ナ ー ンが 女 性 の意 味 であ る こ とか らも明 らか な よ うに,舟

霊(メ ー ・ヤ ー ・ナ ー ソ)は 女 性 の精 霊 と され てお り,女 性 が好 ん で使 う品 じなが 供

物 と して 捧 げ られ る。

　 午 前10時50分 頃,モ ー ・ピ ーた ち は,河 の精 霊 と土 地 の 精霊 へ の儀 礼 を終 え る とす

ぐに,祠 のな か の大 皿 に盛 って あ った多 数 のス アイ を携 え て 舟 の とこ ろへ 行 き,舟 の

精 霊 へ の儀 礼 に と りか か る。 まず,用 意 され た モ チ ゴメの ご飯 に,蒸 した 鶏 肉 を まぶ

して握 り,小 団 子 を6つ 作 っ て,舟 の 「船 首 部 」 に お き,ス アイ の 串 を添 え る(写 真

19)。 そ して つ ぎの よ うに 祈 願 しな が ら,焼 酎 を 注 ぎか け る。 「本 日,私 は鶏1対,焼

酎 に髪,鏡 に櫛 な どた くさん の品 じな を も って,メ ー ・ヤ ー ・ナ ー ソを もて な しに 参

りま した 。 ど うぞ,お い で に な り,鶏 や 焼酎 を食 して くだ さい。 そ して,プ ラー ・ブ

ッ クが捕 れ る よ うに 手 助 け して くだ さい 」。 さ らに 同様 に,舟 の 「中央 部 」,「船 尾 部 」

に もス ア イ の 串 を お き,焼 酎 を 注 ぐ16)(写 真20)。 こ の3箇 所 に は 舟 霊 の ク ワ ン(霊

16)　 こ の ほ か舟 霊 に 関 して は,毎 年 漁 期 の 初 め に 「舟 の 悪 運 を 祓 う儀 礼(パ ッ ト ・ル ア)」 が

　 な され る。 モ ー ・ピ ーや モ ー ・ス ー ・ク ワ ソに 頼 ん で,漁 師は 自 ら の舟 に儀 礼 を施 して もら

　 う。 モ ー ・ピー等 は,鶏2羽 ・焼 酎 ・ソムポ ーイ 水 ・ロ ウ ソ ク ・花 ・ビ ソ ロ ウジ ・キ ンマ の

　 葉 な どを供 え,悪 運 を 祓 う呪 文 を 唱 え る。 また,プ ラー ・ブ ックが 捕 れ れ ぽ,前 述 の よ うに

　 河 の 精 霊 等 に 願 解 きの 供 応 が な され るほ か,「 舟 霊 を 慰 労 し,舟 に しっか り結 び 付 け る儀 礼

　 　 (プ ー ク ・ク ワン ・メ ー ・ヤ ー ・ナ ー ソあ るい は マ ッ ト ・メ ー ・ヤ ー ・ナ ー ソ)」 が 舟 着 き

　 場 で お こ なわ れ る。 通 常 プ ラー ・ブ ッ クを捕 っ た漁 師 は,得 た お 金か ら500バ ー ツ くら い の

　 謝 礼 を 儀 礼執 行者 に渡 す と い う。 これ らの儀 礼 は,仏 日(ワ ン ・プ ラ)を 避 け て お こな わ れ

　 る。
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質,魂)が 宿 っているとされるからである。そして,大 皿に盛られたスアイを舟子た

ちに配る。舟子たちは,チ エソコーソのハートクライ村プラー・ブック漁師クラブの

文字 とプラー ・ブックのイラス ト入 りの揃いの藍色の作業服を着ているが,そ のポケ

ットにスアイを挿す。すべ七の舟にナーソ・マイは宿 っているとされるが,供 応儀礼

は最初に出漁する舟の上でおこなわれる。他の舟にもスアイが配られ,そ れによって

すべての舟霊への供応がなされたことになる。この儀礼 も所要時間は5分 たらずであ

る。舟霊への儀礼に引き続いて,こ の日はプラー ・ブックの稚魚の放流行事もおこな

われ,そ の後プラー ・ブック漁の舟が出漁 した。

　以上,1996年4月 に筆者等が見聞 した・・一トクライ村のプラー ・ブック漁に関する

儀i礼について記述 した。1980年 代中頃から河の精霊 ・土地の精霊への儀…礼が,翌 日に

一般の見物人向けに再演されるようになった。再演儀礼は従来からの儀礼に比べて派

手なものにな り,プ ラー ・ブヅク漁は,ハ ー トクライの村びととメーコーン 河のあい

だでの,季 節限定の恵み,プ ラー ・ブックをめぐる交わ りという従来の性格に加えて,

観光行事 としての性格を帯びるようになってきた。さらに,近 年は稀少な生物種の保

護のキャソペーソ行事 という要素も,こ れに関連 して加わってきた。ハートクラィの

河原の前の土手上には,「世界で初めてプラー ・ブック人工繁殖Y'`成功 した地」と書

かれた記念碑が立っている(写 真21)。 プラー ・ブックと人びととのかかわ り方が変

化するなかで,漁 に関する儀礼の性格も大きく変わってきてお り,観 光行事,稀 少生

物保護キャソペーソ行事の1コ マにな りつつある。

　 ただし,村 びとは河原で公開儀礼をおこないながら,従 来の供犠儀礼を前夕に自分

たちだけでおこない続けてもいる。儀礼が今日風に変化すれぽ,そ れ以前の儀礼の型

は廃れてしまうことも少なくないが,ハ ー トクライの村び とたちは従来の儀礼と外向

きの儀礼を使い分けている。考えてみれば,こ と漁に関して,プ ラー ・ブックと村び

とたちとの力関係はそうは変わっておらず,そ れゆえにプラー ・ブックの漁果にかか

わる自然の精霊たちや舟霊 との交渉は,い まだ村び とたちにとってある種の切実性を

もち続けている。村びとに現金収入が必要にな り,プ ラー ・ブックがより稀で高価に

なった分,漁 にかける願い,そ して儀礼にかける願いは,よ り切実になり,精 霊たち

との真摯な交渉の場はいまだ必要であ り続けるのであろう。

　 背の高い草むらに囲まれ,外 からはみえないひっそ りと孤立したクライ樹の下での

精霊たちを相手とした伝統的な儀礼に加えて,翌 日に河原のオープソ ・スペースで観

光客=人 間を相手に,よ り盛大な儀礼をおこな う。この儀礼の再演ないしは見せ物化

をどうとらえるかが,問 題になる。
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　当然のことながら,再 演儀礼の意味は前 日の伝統的儀礼 とは異なる。官庁主導で開

始されたといわれる再演儀礼の 目的はショーであ り,観 光客の目を楽 しませることに

ある。つまり,再 演儀礼は,プ ラー ・ブックの豊漁を願 うよりも,遠 来の客をもてな

すためのものである。再演儀礼に伝統的儀礼を統合できないところに,村 民の悩みが

ある。村民にとって,村 の象徴でもあるクライ樹の下で執 りおこなう儀礼でしか,諸

精霊を招来することができないのであろ う。われわれの目の前で展開する盛大な儀礼

は,官 庁や観光業者などの要請に,村 民が熟慮の末に呼応し,演 じている 「芝居」 と

とらえることが可能である。

　前日に豊漁を願 う本来の儀礼がすでにおこなわれていることを知らない観光客は,

村民が演 じている 「芝居」を儀礼として観ているのである。今後,こ の 「芝居」はま

すます盛大になることが予想される。 しかし,そ のいっぽ うで本来の伝統儀礼も根強

く執 りおこなわれていくであろう。つまり,そ れは 「儀礼の再演」とい うより,「儀

礼の分化」 としてとらえるべきものかもしれない。

皿.プ ラ ー ・ブ ック漁 を め ぐる社 会 関係

　 プ ラ ー ・ブ ッ クは,前 述 の通 りメ ー コ ー ン河 に のみ 生 息 す る魚 で あ るが,そ の存 在

はた だ 単 に漁撈 に と どま らず,チ エ ソ コー ン郡 を 中心 と した この 地域 社 会 に さ ま ざ ま

な影 響 を与>xて い る。 こ こで は,プ ラー ・ブ ッ ク漁 が いか な る社 会 関係 を必 要 と し,

それ が どの よ うに変 化 しよ うと して い るか を 中心 に考 察 す る。 具 体 的 に は,プ ラ ー ・

ブ ッ ク漁 師 ク ラ ブお よび チ エ ソ コー ソ郡 の プ ラ ー ・ブ ッ ク政 策 な どに つ い ての べ る。

1.プ ラ ー ・ブ ッ ク漁 師 ク ラ ブ

　 聞 き取 りを お こな った 限 り,入 漁 権 とい った考 え方 は ど うや ら存在 しな か った よ う

で あ る。 そ の 点 に つ い ては ほ か の 社 会慣 行 と比 較 す るな ど,よ り詳細 な検 討 が 別 に 必

要 で あ ろ うが,漁 を す る者 は大 体 ハ ー トク ライ村 の村 民 に 自ず と限 られ て い た とい う。

つ ま り,村 民 で あ れ ぽ だ れ で も漁 を お こな うこ とが で きた17)0た だ ,こ の漁 は個 人 な

い しは1家 族 で は な か な か 困 難 な 作 業 とい え る。 ソー ・チ ナ ラ ー トの 話 に よれ ぽ,

1930年 代 末 頃 に は 村 内 に4つ の 漁 師 グル ー プ(班)が あ り,そ れ ぞ れ の グル ー プが 木

17)対 岸 のラオス領の村民 も捕 獲する者 がいるが,ハ ー トクライ村 との昔か らの交流が基盤 と

　 な ってお り,出 漁で きる村民名は 自ず と了解 されてい るとい う。ちなみに ラオス側 の問題点

　 は,プ ラー ・ブ ックの買い手が少ない うえに,販 売価格が低い ことであ り,ラ オス側住民は

　 捕獲 した場合に もタイ側で売 ることが多い。
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を く り抜 いた 丸 木 舟 を1艘 所 有 して い た。豊 漁 を願 う儀 礼 の執 りお こな い もふ くめ て,

す べ て が こ の4グ ル ー プの話 し合 い で 決 め られ た とい う。 この グル ー プが村 内 でい か

な る位 置 に あ り,社 会 的 に どの よ うに認 知 され て い た か はわ か らな い。 この4グ ル ー

プ体制 は,プ ラ ー ・ブ ッ ク漁 師 ク ラ ブが発 足 す る1987年 ま で続 い て きた よ うで あ る。

　 た だ,村 内 の 有 力家 系 が これ らの グル ー プ に参 加 して いた で あ ろ うこ とは,ハ ー ト

ク ライ村 の 村 社 に 祭 られ て い る守 護 霊 の名 が,先 に のべ た プ ラー ・ブ ックを この村 で

最 初 に捕 獲 した とい う伝 説 的 人 物 ター オ ・ペ ッ トと一 致 して い る こ とか ら も推 測 可 能

か も知 れ な い(写 真22)。

　 いず れ に しろ,1987年 は プ ラ ー ・ブ ック漁 を め ぐ る社 会 的 環 境 が 変 化 した年 とい え

る。 そ の契 機 とな った の は,意 外 に も,4年 前 の1983年5月8日 に 成 功 した パ ヤ オの

水産 試 験 場 研 究 員 に よ るハ ー トク ライ村 で の プ ラ ー ・ブ ッ クの人 工 授 精 で あ る と考 え

られ る。 人 工 授 精 の成 功 は マ ス コ ミに よ り大 き く取 り上 げ られ るな ど,水 産 学 的 な 快

挙 で あ った こ とは 申す ま で もな い が,こ の こ とに よ りプ ラー ・ブ ックの社 会 的 位 置 が

地 方 レベル か ら全 国 レベ ルに 拡 大 した こ とに 注 目す る必 要 が あ る。

　 そ の具 体 的 拡 大 は,ふ た つ の 方 向 に表 れ た 。 ひ とつ は,こ の稀 少 価値 の あ る魚 に 対

す る需 要 の 拡 大 で あ る。 バ ソ コクや チ エ ソマイ な どの レス トラ ンか らの 注文 が,こ の

ころか ら,急 激 に増 え て きた 。牛 肉に も匹 敵 す る ほ ど美 味 しい とい う噂 や 物 珍 しさが,

プ ラー ・ブ ック消 費者 の増 大 に つ な が った 。 と くに,諸 葛 孔 明 の生 まれ変 わ りであ る

とす る華 人 系 タイ 人 の あ いだ の 信 仰 は,こ の 傾 向 に拍 車 をか け た 。 た と>xば,1989年

に捕 獲 され た60尾 の プ ラー ・ブ ックの35%に あ た る21尾 を買 い 占め た の はバ ソ コ クの

著 名 な レス トラ ソで あ った 【WFT　 l995:19]。 ふ た つ に は,ツ ア ー リズ ムの浸 透 で あ

る。 謎 を秘 め た 巨 大珍 魚,素 朴 な儀 礼,勇 壮 な捕 獲 とい った プ ラ ー ・ブ ック情 報 が 人

び との関 心 を 買 い始 め,全 国 紙 な どで紹 介 され る と,北 部 タ イは もち ろ ん の こ と全 国

か ら観 光 客 が 集 ま り始 め た の で あ る。 捕 獲 時 期 が,奇 し くも タイ 最 大 の観 光 シー ズ ソ

で あ る タイ 正 月(ソ ン クラ ー ン水か け 祭 り)と 一 致 して い る こ とが,こ れ に拍 車 を か

け た。 真 夏 の暑 さの なか で,人 び とは 一 時 の 涼 を 求 め,河 原 で繰 り広 げ られ るイ ベ ン

トに参 加 し興 じ,巨 大 珍 魚 の 捕獲 を期 待 す るの で あ る。 こ う した プ ラ ー ・ブ ッ クを め

ぐる ふた つ の 社 会 的変 化 は,大 き くは,1980年 代後 半 か ら の タイ経 済 の 異常 なほ どの

高 度 成 長 に 支 え られ て いた こ とを付 言 して お く。

　 さ て,1987年 の 「ハ ー トクライ村 プ ラ ー ・ブ ッ ク漁 師 クラ ブ」 の設 立 に話 を も どそ

う。 この ク ラ ブ設 立 の背 景 に は上 に のべ た 社 会 的変 化 を指 摘 で き るが,そ の 明瞭 な 直

接 的 契 機 は,プ ラー ・ブ ックの売 値 の維 持 で あ る。 従 来 は 各 グル ー プ(班)で そ れ ぞ
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れ が 捕 獲 し販 売 してい た の で あ るが,そ れ で は 買 い手 市 場 にな りや す く,売 値 を 叩 か

れ 利 益 に つ な が らな い事 態 が生 じて きた 。 そ の 問題 の解 決 策 と して,4班 を統 合 して

ク ラブを 設 立 し,売 価 の設 定権 を ク ラブに ゆ だ ね る方 法 を とった の で あ る。

　 こ う して,価 格 の決 定 権 は ク ラ ブに移 行 され た。 毎 年,漁 期 の は じめ に,会 員 た ち

が集 ま りそ の 年 の プ ラー ・ブ ック売 価 を 決 定 す る。 プ ラー ・ブ ックを捕 獲 した 漁 師 は

そ の販 売 を クラブ に委 託 す る。 買 い手 と交 渉 す るの は ク ラブ の仕事 で あ る。取 引 が 成

立 す る と,ク ラ ブで決 めた 協 定価 格 分 が 漁 師 に 支 払 わ れ,実 際 の取 引 価 格 との差 額 分

が ク ラブの 収 入 に な る18)0

　 1987年 に発 足 した ク ラブは,実 は 「タ イ国 プ ラー ・ブ ック漁 師 クラ ブ」 とい う名 称

で あ り,組 織 も未 整備 で あ った 。 た だ,表2に み る よ うに,プ ラー ・ブ ック漁 に従 事

す る村 民(ク ラブ会 員)の 数 が,や は りこの ころか ら増 加 し始 め,組 織 整 備 は急 務 と

な った。約3年 か け て,1990年 に 名 称 を 「ハ ー トク ライ村 プ ラ ー ・ブ ック漁 師 ク ラブ」

と変 更 し,会 則 も改 善 され た。 以 後,ク ラ ブ体 制 が 確 立 し,プ ラー ・ブ ッ ク漁 は ク ラ

ブ の独 占指 導 下 に お か れ る よ うに な る。

　 クラ ブへ 入会 で き るの は,原 則 と して,ハ ー トク ライ 村 の住 民 に 限 られ る。10歳 以

上 で あれ ば,だ れ で も加 入 で き る。 現 在 の会 員 は180名(す べ て 男 性)で,69世 帯 に

及 ん で い る。 それ は,こ の村 の総 世 帯 数190世 帯 の 約36%に た っ し,男 性 住 民(総 数

約470名)の 約40%を 占 め る こ とに な る。69世 帯 は そ れ ぞ れ1艘 の 漁 船 を 所 有 して お

り(表2),家 族 の 成 員 を 主 体 と した 構 成 か ら な る3,4名 の舟 子 が 舟 に 乗 り込 ん で

操 業 を お こ な う。 舟 や 網 な どの 漁 具 の類 は各 世 帯 の 所 有物 で あ り,修 理 代 な ども個 人

負 担 が原 則 で あ る。 も っ とも,儀 礼 の費 用 な ど,ク ラ ブ全体 にか か わ る こ とが ら に は

ク ラブ が支 出す る。

　 ク ラ ブの代 表 は2年 任 期 で再 選 が 可能 とな っ てい る。1987年 に ク ラ ブが で きて 以 来,

ク ラ ブ代表 は ブ ン リエ ソ ・チ ナ ラ ー ト(49歳)が 連 続 して 務 め て い る。 こ こで,留 意

表2　 ハ ー トクラ イ村 に お け る プ ラー ・ブ ック漁船 数 の変 化

年

舟数

1985

　5

1986

18

1987

20

1988

24

1989

40

1990

62

1991

72

1992

80

1993

63

1994

69

18)ハ ー トク ライ 村 で の プ ラ ー ・ブ ックの 価 格 は,1988年 の約170バ ー ツ/キ ロ グ ラム で あ っ

　 た が,1995年 に は約300・ ミー ツ/キ ログ ラ ムに な って い る。 こ の村 を離 れ,切 り身 で 売 られ

　 る場 合 は500-600バ ー ツ/キ ログ ラ ム で あ り,レ ス トラ ンVこは10万 バ ー ツ/尾 で 売 られ る こ

　 と もあ る。 そ の 価 格 で 仕 入 れ た レス トラ ンの実 際 の売 価 は さ らに そ の3倍 く らいに な る と い

　 う。
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して お か ね ば な らな い の は,「 チ ナ ラ ー ト」 姓 系 の突 出 した 存 在 であ る。 これ まで に

何 度 も言 及 した ソー ・チ ナ ラー トは,弟 の タ ー ・チ ナ ラ ー トと と もに12歳 の ころか ら

プ ラ ー ・ブ ッ ク漁 を 始 め て,今 で こそ 一 線 を退 い て はい るが,数 年 前 まで は名 手 と し

て 名 を 馳 せ,こ の村 の プ ラ ー ・ブ ッ ク漁 を リー ドして きた 人物 で あ る。 今 日で も,彼

の 言 動 が もつ影 響 力 は 大 であ る。 ま た,ハ ー トク ライ村 の 現 村 長 は チ ャム ラ ッ ト ・チ

ナ ラー ト(52歳)で,こ れ また チ ナ ラ ー ト姓 であ る。短 期 間 の滞 在 で あ った た め,ソ ー ・

チ ナ ラ ー トと ク ラブ代 表 の ブ ン リエ ソ ・チ ナ ラ ー トが従 兄弟 関 係 に あ た る こ と以外

は,村 落 の親 族 関係 な どの調 査 は で きなか った た め 断定 は で きな い が,こ の プ ラ ー ・

ブ ッ ク漁 にお い て指 導 的 地 位 を 長年 占め て きた チ ナ ラー ト姓 系 が,村 落 の政 治 的 リー

ダ ー シ ップを も掌握 して い る と推 測 で き るで あ ろ う。

2.プ ラ ー ・ブ ッ ク 政 策 の 浮 上

　今日,プ ラー・ブック漁およびそれにかかわる一連のことがらは,こ のチエソコー

ソ地域の最も重要な公共財ともいえる。とりわけ,昨 年から今年にかけて公共財であ

るとの認識が強くなってきてお り,こ こにきてプラー ・ブック漁はハー トクライ村な

いしはクラブのみの守備範囲から離脱する傾向を帯びてきている。それは,プ ラー ・

ブックをめ ぐる社会関係の新展開への兆しとみることが可能である。

　新 しい展開への原動力は,先 にのべたプラー ・ブックの社会的位置の地方 レベルか

ら全国レベルへの拡大傾向のより一層の強ま りと捕獲数の減少傾向または種の保存と

のあいだの矛盾にある。食べ物 としてのプラー ・ブック需要は衰>xを みせないし,こ

の地域の観光客寄せの道具としてはプラー ・ブック漁とそれにかかわる一連の行事は

ますますその価値を高めてきている。1980年 代中頃から儀礼が 「見せ物」化 し,「儀

礼の再演と公開」がおこなわれるようになってきたことは,す でに触れた。チエソコー

ン郡長(ブ ンソン・テーチャマニーサティット)へのインタビュー によれば,プ ラー ・

ブック祭および精霊儀礼は郡の観光振興 と経済開発 という目的を有 しているとし,明

らかに地域開発戦略上に位置づけられていることがわかる。

　そのいっぽ うで,近 年捕獲数に減少傾向がみえ,プ ラー ・ブックの絶滅の危機が指

摘 され始めている。たとえば,ダ ム建設を代表例 とする目白押 しのメーコーン 河総合

開発プロジェクトによる環境変化が,プ ラー ・ブックの生存環境を破壊 している可能

性が高いというのである。しかも,そ の生物学的実態の解明は遅々として進んでいな

い。したがって,プ ラー ・ブック保護のためにどのような有効な方策があるのかす ら

わからない。唯一 とられている人工艀化による稚魚の放流も,前 述のような理 由など
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に よ り実 際 的 な効果 に つ い ては 各 方 面 か ら疑 問 が 出 され て い る。1995年5月4日 には,

漁 師 ク ラブ代 表,観 光 団体 代 表,自 然 保護 団体 代 表 等 か ら6名 が参 加 し,ハ ー トク ラ

イ 寺 院 で会 合 を もち,結 果 を 「メーコーン オ オ ナ マ ズ保 護 の た め の予 備 的 勧 告 」 と し

て 発 表 し,そ の保 護 策 へ 早 急 に取 り組 む よ う警 鐘 を与 えて い る[WFT　 1995:36-44]。

　 つ ま り,今 日では,プ ラ ー ・ブ ッ クを め ぐ って 「漁 師(村 民)の 所 得 を確 保 し,地

域 振 興 に 役 立 て,し か も種 の保 存 を 図 る」 とい うや や三 疎 み 的 な課題 の解 決 が 要 求 さ

れ 始 め て い る とい え よ う。

　 実 際,今 年(1996年)の 場 合,現 国王 ラー マ9世 王 の即 位50周 年 祝 賀 行事 へ の参 加

を兼 ね て,「 愛 す る プ ラ ー ・ブ ッ ク,愛 す るチ エ ン コー ン,祝 即 位50周 年 計 画 」 と銘

打 った 例 年 とは 異 な った企 画 が,チ エ ン コー ン郡 主 導 の も とで,実 施 され た。 そ の具

体 的 内容 の核 心 は,「 プ ラ ー ・ブ ッ ク種 保 存基 金 」(原 資30万 バ ー ツ)で あ る。 この基

金 を運 用 し,漁 師 が捕 獲 した プ ラ ー ・ブ ックを買 い上 げ,そ の半 数 以 上 を 河 へ戻 した

り19),人 工 繁 殖 を 促進 し毎 年10万 尾 以 上 の 稚 魚 を放 流 す る と ともに,プ ラ ー ・ブ ック

の 生態 調 査 を推 進 す る とい う計 画 で あ る。 買 い上 げ や 河 へ の 戻 しな ど,一 部 は す で に

実 行 され て い る し,プ ラ ー ・ブ ッ ク保 護 セ ソ ター をメーコーン 河 に設 け る構 想 な ど も

策 定 され て い る。

　 この 基 金 の運 営委 員 会 は,ハ ー トク ライ村 プ ラ ー ・ブ ッ ク漁 師 ク ラ ブ,水 産 局,チ

エ ンコ ー ソ郡,チ エ ソ コー ソ郡 商工 ク ラブ,タ イ 国観 光 機 構,各 種 自然 保 護 団体 な ど

官 民 の関 係 諸 機 関 な い しは 団体 で 構 成 され てお り,そ の顔 ぶ れ を み て も先 に指 摘 した

課 題 を 反 映 して い る こ とが 充 分 に 推 察 され る。 この 基金 活 動 は,今 年 の3月 に始 ま っ

た ぼか りで,そ の 実際 的 な効 果 のほ どは まだわ か らな い が,プ ラー ・ブ ック政 策 の新

しい方 向を 目指 して い る とい え る。 そ れ は,も は や ハ ー トク ライ村 レベ ル の み で は プ

ラ ー ・ブ ッ ク問 題 を処 理 で きな くな った こ とを示 してい る。 今後,プ ラ ー ・ブ ック漁

は どの よ うな社 会 問題 を は らみ なが ら展 開 して い くのか 。 注 目に値 す る。

19)今 年 か ら始め られた 「河へ戻す計 画」の第1号 は,4月27日 に捕獲 され たisoキ ログラム

　 の雄 であ った(こ れ は今年2尾 目。最初 の捕獲 は4月25日)。 チエ ソラーイ県の有 力者が4

　 万6000バ ーツで買い上 げ,そ のお金は基金に入れ られた。

　 　 ところで,今 年の捕獲の成果は,タ イ側5尾,ラ オス側2尾 であ った。 その捕獲数 の少 な

　 さの原 因 として,興 味深い ことに,今 年 から始 まった 「河へ戻す行為」による何 らか の精霊

　 の崇 りをあげ る村人がいた。
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お　わ　 り　 に

　漁撈 民族学,あ るいは民族(民 俗)魚 類学は,人 類 と魚類のさまざまなかかわ りを

記述 ・分析する研究領域である 【秋道　1995b】。本論では,メーコーン 河水系に固有

の大型ナマズであるプラー ・ブックをめぐる民族魚類学的な考察をおこなった。

　序論でのべたように,東 南アジア地域にかぎると,海域における漁撈民俗や民族(民

俗)魚 類学の研究は比較的みられるが,淡 水域における研究はみるべきものがない。

その理由のいくつか として,淡 水域における漁撈が海水域の漁撈 に くらべて,(1)

広範囲の移動や大規模な漁具 ・漁法をかならずしもともなわないこと,(2)農 業 と

の兼業的色彩が強いこと,(3)乾 季と雨季による季節性の影響を うけやす く,生 業

活動 としても副次的傾向が強い,な どの点を指摘することができる。

　 こうしたなかで,プ ラー ・ブック漁は淡水漁撈民俗の研究対象 としてはたいへん興

味ある事例を提示している。そのわけは,ま ずプラー ・ブックそのものが世界でも最

大級の大 きさを有する淡水魚であ り,成 熟個体で全長2.5メ ートル以上,体 重250キ ロ

グラム以上にたっする点や,そ の生態や食性については不明な点が多 く,い まだ解明

されていない部分が多い 「未知の魚」であるからといえる。

　 もちろん,そ の巨大さや ミッシソグ ・リソグをもつプラー ・ブックの生態研究の現

状だけが,注 目をあつめた要因であるのではない。プラー ・ブックは美味であ り,地

元を始めバンコクにおいても高い市場価値をもつ。 このことから,商 品生産のための

漁業,す なわち商業漁業として地元の人びとの経済的関心を得た点を見逃す ことはで

きない。現にここ10年のあいだに,プ ラー ・ブック漁をおこなう班の数は1987年 以前

と比較すると飛躍的に増加 した。1996年 現在,70近 くの班がプラー ・ブック漁に従事

している。

　 プラー ・ブックの漁場がメーコーン河の限られた水域にあり,し かも乾季 とはいえ

流速のある河川中央部Y'`網目30セ ンチメー トル,長 さ200メ ー トルの大きな刺網をさ

す方法を用いるため,漁 師間の競合と混み合いが生 じるのは必然であった。そのため

漁場利用の順番を抽選できめる方法がとられている。

　 こうしたなかで,プ ラー ・ブック漁 とその変化をさまざまな社会的 ・文化的な局面

で知ることができる。その第1は,儀 礼にみられる二重化傾向である。すなわち,プ

ラー ・ブックの初漁に先立ち漁業関係者や呪術的な職能者によって専門的たおこなわ

れてきた豊漁のための精霊儀礼,舟 霊の儀礼などに加}xて,精 霊儀礼が大衆や観光客
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の前でいわばデモンス トレーションとして実践されるようになった。儀礼の再演は,

プラー ・ブック漁の観光化 と全国的な関心の高ま りを表しているといえよう。

　第2は,プ ラー ・ブック漁に従事する個人や集団における規律や資格を社会的にき

めるうごきがみ られる点である。これは1987年 に「タイ国プラー ・ブック漁師クラブ」

として発足し,先 述 した漁場利用のくじ引き制,販 売の規制などの面で社会的な拘束

力を行使することになった。 しかも,こ のクラブは地元の開発 と発展,観 光客の誘致

などを推進する中核的な役割を担 っている。クラブのメンバーによるプラー ・ブック

漁のロゴマーク入 りの伝統的農民服風の作業服の着用は,そ うした動 きの顕i著な表れ

である(写 真23)。

　第3は,プ ラー ・ブックの乱獲傾向に対する社会の側からのうごきである。そのひ

とつは,タ イ国政府農業 ・協同組合省水産局による人工艀化事業の推進であった。こ

の事業は,1981年 に開始され,1983年 からは人工授精による艀化と稚魚の放流が軌道

に乗 り出した。資源の安定化を図るとともに,漁 業そのものを規制する運動が顕在化

し始めたことは,環 境問題への関心の高まりや ワシン トソ条約により国際的な商取 り

引きが禁止されているプラー ・ブックへの保護運動とみなす こともできる。

　 こうした一連の動きを反映して,1996年 における現国王即位50周 年祝賀行事の一環

として,「 プラー ・ブック種保存基金」が設立された。 これには,プ ラー ・ブック漁

師 クラブ,水 産局,チ エソコーソ郡 とその商工 クラブ,タ イ国観光機構,自 然保護団

体などが参加してお り,捕 獲されたプラー ・ブックの買い上げと再放流,人 工艀化,

稚魚の放流などを画策 している。

　以上のように,プ ラー ・ブックと北部タイ住民とのかかわ りは,経 済,社 会,儀 礼,

環境など複合的な領域にまたがっている。 しかも一地域をこえた問題のひろが りをみ

せていることはきわめて明らかである。

　 いっぽう,漁撈 民俗の研究対象としてみた場合,プ ラー ・ブックをめぐる豊漁儀礼

についてかならずしも充分な位置づけをすることができたわけではない。これまでの

記述からも明らかなように,プ ラー ・ブック漁に先立つ諸儀礼は,い ずれもタイもし

くは北部タイに特徴的な様相を示している。 しか し,河 や砂洲,舟 などの諸精霊に豊

漁を祈願し供物を捧げる儀礼的ないとなみだけにプラー ・ブックと人間とのかかわ り

が凝縮されていると説明することがはたしてできるだろ うか。 プラー ・ブックのよう

な巨大で謎を多くもつナマズに対 して,人 びとが畏怖の念とか神聖なものとする観念

をまった くもつことがなかったのであろうか。 もしそ うであるとすれば,プ ラー ・ブ

ック漁の儀礼になぜそのような人びとの思いや観念が表出しないのであろうか。
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　世界中の狩猟民や漁撈 民のなかには,た とえぽ大型の獣や魚に対する特定の観念を

もち,人 間世界と野生世界との交流の場 として豊漁(猟)儀 礼や供犠儀礼をおこなう

例が しられている20)。すでに触れたように,東北タイのウボソラーチャターニー県バー

テームの新石器時代の岩壁画には,プ ラー ・ブックと思われる巨大なナマズが描かれ

ている。これは,タ イの精霊儀礼にみられるのとはおそらく異質の動物観,自 然観が,

岩に向かってナマズの絵を描いた当時の人びとの観念世界に存在 したことを暗示 して

いるのだろう。残念ながら,今 回の調査では,プ ラー ・ブックの儀礼にはたしてその

ような側面をみいだ し得るのか どうかについて確証を得ることはできなかった。プ

ラー ・ブック漁とその儀礼が特異的であるだけに,こ の問題は今後重要な課題になる

ものと思われる。

　 こうした点をふまえるなら,プ ラー ・ブック漁の研究が魚と人類との関係性につい

て把握することを出発としながら,現 代タイにおける文化や社会の研究として有効な

切 り口を提示することができるとい>xな いだろうか。この点こそが本論でもっとも強

調 したい点である。今後,さ らにプラー ・ブックの民族魚類学的な調査を継続するな

かから,研 究のあらたな展開を模索 したい。
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[資料]プ ラー ・ブ ック漁師 クラブ会則

チ エ ンラー イ県 チ エ ン コー ン郡 ウ イエ ン町 第7村(ハ ー トク ライ村)

第1章

第2章

第3章

第4章

第5章

第6章

クラブおよび場所 にっいて

第1項 会の名前 を 「ハー トクライ村 プ ラー ・ブ ック漁師 クラブ」 とす る。

第2項 　 クラブの所在地は,在 任中の当該 クラブ代表の住所 とす る。

目的 について

第1項 クラブ事業 に要す る費用を会員が獲得す るのを支援す るため。

第2項 　ハー トクライ村漁民の副業 におけ る秩序維持のため。

第3項 　チェンコーン 郡の観光 の支援 および奨励のため。

第4項 グループの相互理解 お よび団結のため。

会員について　 　会員にはつ ぎの2種 類をお く。

第1項 　正会員　 ハー トクライ村 のプラー ・ブ ック捕獲船 の舟主お よび舟 乗 りに限 る。

第2項 　準 会員 　従前か ら漁業活動に協 同参加 した ことのあ る近隣村の プラー ・ブ ッ

　　　　 　　　　 ク捕獲船の舟主で,ク ラブに対 して善意 を有 し,委 員会が承認 した

　　　　 　　　　 者に限 る。

会 員の行動規範 について　 会員は クラブの一部 であ り,つ ぎの通 り行動 しなけれぽな

　　　　 　　　　　　　　 らない。

第1項 出漁は 自 らが抽選 した順番に よらなければ ならない。 いかなる場 合であれ,

　　　　 先 回 り追 い越 しは絶対 に禁止す る。 また,そ の順番 に登 録 した舟で出漁 しな

　　　　 ければな らない。

第2項 　 プ ラー ・ブ ックを捕 獲す ると,ク ラブまたは クラブ と契約 した者にのみ販売

　　　　 しなけれ ぽな らない。価格については,会 議 で合意 した ものを基準 とす る。

　　　　 これは,魚 の価格 を安定維 持 させ下落 させ ないた めである。 この場 合,魚 の

　　　　 所有者は クラブに対す るいかな る手数料 も一切支払 う必要 はない。

第3項 　会員は観光振興 のために皆 が協力 して プラー ・ブ ック漁 のデモ ンス トレー シ

　　　　 ョソ事業 をお こなわねぽな らない。 また,今 後 の事業支援育成 資金 とするた

　　　　 め,交 代制で観覧料 を徴収 しクラブに入れ る。

第4項 　会員は,同 じ土地 の ものであれ,ラ オス国の ものであれ,相 互 に衝突 する条

　　　　 件 または 問題 を避 け る努力をお こない,も っぱ ら無難性 を追求 しなけれ ぽな

　　　　 らない。 これは,わ れわれ 自身お よび友好 国の協力関係のため であ る。

会員資格の離脱について

第1項 　漁業を止める ことを志願 した場合。

第2項 　 クラブ会則を守 らない場合 で,ク ラブ運営委員会が過半数で会員資格 の剥奪

　　　　 を決議 した場合。

運営委員 について　 　 　委員にはつ ぎの2種 類が ある。

第1項 　職務上の委員　村長(ブ ーヤイバー ン)

第2項 　運営委員　　　会 員選出に よる委員9名(ク ラブ代表1名,書 記1名,会 計

　　　　 　　　　　　　 1名,広 報1名,委 員5名)。

第3項 委員任期は1期2年 とす る。ただ し,会 員 が適切 と認め る場合は,再 任 を妨
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　　　　　　　　 げない。

第7章 福利厚生お よび支出について

　　　　第1項 会員は,当 該年に おいて クラブが適切 と合意 した方法 に より,ク ラブの中央

　　　　　　　　 基金のための資金集めに協力 しなけれぽな らない。

　　　　第2項 会員が事故 に遭 い漁具 に損害 がお よび,グ ラブに援助 を要請す るにふ さわ し

　　　　　　　　 い場合,ク ラブ代表 に通告す る。通告 を受け た代表は運営委員会を開催する。

　　　　　　　　 援助決定基準は運営委員会における多数決 とする。

仏 歴2533(西 暦1990)年4月8日 施 行

　 　 (署 名)ブ ソ リエ ン ・チ ナ ラー ト

チ エ ソ コー ソ郡 ブ ラー ・ブ ック漁師 ク ラ ブ代 表
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